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議会報告会を開催します。
　オンラインのお申し込みはこちら

■次回第199号は令和５年2月１日発行予定です。

平等寺エヒメアヤメ…13ページ解説

11/1

　表紙シリーズの検討中に、このメンバーでの発行は残り
3回だと気づき、新たなシリーズは次のメンバーに託し、今
号と次号は議会報告会の様子を表紙にしよう、と決定しまし
た。11月19日の議会報告会は、前回の反省も含め、意見
交換会の時間を長く予定しておりますので、たくさんのご
意見をお聴かせ頂ければと思います。お待ちしています。

(山本)
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　エヒメアヤメは、古典にも「誰故草」の
名でみられ、古くから親しまれてきたアヤ
メ科の多年草です。福岡県の稀少野生植物
の一つで、絶滅危惧種となっている貴重な
植物です。
　一般的なアヤメより小さく、４月頃には
径３～４センチメートル程の紫色や藍色の
小さな花を咲かせます。
　かつて日本が中国大陸と陸続きであったこ
とを証明する植物の一つと言われ、自生地は
各所で天然記念物に指定されています。
　本市では昭和４０年代まで市内各地の里
山にみられましたが、今日では平等寺に自
生するのみとなっています。現在に至るま
で、平等寺エヒメアヤメ保存会が大切に守
り続けています。

　大石議員は、平成７年筑紫野市議会議員に初
当選以来、６期２３年余りの永きにわたり、市
政の発展に尽力され、その間、市議会議長、議
会運営委員会委員長、建設環境常任委員会委員
長、庁舎建設特別委員会委員長などを歴任され
ました。
　ここに故人の功績を称え、謹んで哀悼の意を
表します。

たれゆえそう

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員
（配偶者、被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに
前年１年間の収入、贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義
務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を８月５日に意見書として受け取りま
したので、お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２２人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１５人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６２人審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。 　
　明白な誤記、不正確な記載等についての確認、差し替え及び訂正または口頭での説明ならび
に報告書の一部の欠落についての追加提出は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

資産等報告書及び意見書は、市役所の情報公開室で閲覧することができます。

訃　報
去る10月7日、
大石泰議員が
逝去されました。



新型コロナウイルス感染症
主な関 連事業

歳出　382億3004万円

　財政力指数は、市の財政力を示す指標で、数値が大きいほど財源に余裕
があり、昨年度から０.０１５ポイント減少しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政構造に弾力性があるとされてい
ます。普通交付税、地方消費税交付金の増などにより昨年度から６.１ポイ
ント改善しました。
　筑紫野市は、実質公債費比率などの健全化判断比率を見ても前年度に引
き続き財政状態は健全であると判断できます。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越す財源を引いて14億5014万円
の黒字となっています。
　一般会計歳入全体は、前年度比12.6％（57億8184万円）の減少、
　一般会計歳出全体は、前年度比14.7％（65億9728万円）の減少と
なっています。
　歳入・歳出ともに減少した主な要因は、特別定額給付金支給事業によるも
のです。

一般会計

入ったお金 使ったお金前年比 前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

400億8024万円      減　

経常収支比率

財政力指数

598億9907万円      減　

198億1883万円      増

382億3004万円　   減

※万単位で掲載しています

577億7786万円　   減

195億4782万円　   増

●市の貯金と借金は  どうなっている？ ●財政指標の近隣市との比較は？ 

地方債（借金）は昨年度に比べ、約18億   円減少しました。
基　金（貯金）は昨年度に比べ、約26億   円増加しました。

令和　　 年度　

決 算
３令和　　 年度　

決 算
３

筑紫野市

0.779

82.6

春日市

0.753

84.2

大野城市

0.810

84.9

太宰府市

0.660

90.4

那珂川市

0.711

86.5

令和３年度 ●決算

全員一致

認定
歳入　400億8024万円

H27 H28 H29 H30 R1 R3R2

（億円）
500

400

300

200

100

450

350

250

150

50

0

地方債（一般会計＋特別会計    ＋水道事業＋下水道事業）

基金（一般会計＋特別会計）

373億円

151億円

令和３年度は新型コロナウイ ルス感染症に係る関連事業と
して41億265万円支出して おります。
中小企業緊急支援事業 1億8787万円

子育て世帯への臨時特別給付金   支給事業 17億8622万円

キャッシュレス決済普及促進事   業 5734万円

新型コロナウイルスワクチン接   種事業 6億4029万円

住民税非課税世帯等への臨時特別給   付金支給事業 9億8120万円

・売り上げが大きく減少した事業者を 支援するため、1事業者当たり10万円
の支給

・18歳以下の子どもがいる子育て世帯 に対し、子ども1人当たり10万円の
支給

・地場産業の活性化と感染症対策を図る ため、市内店舗においてキャッシュレ
ス決済で支払われた場合、20％のプ レミアムポイントを付与

・新型コロナウイルスワクチン接種を 実施するため、接種費用の支払いや接
種会場の運営など

・住民税非課税世帯及び家計急変世帯に 対し、1世帯当たり10万円の支給

    

使用料及び手数料
5億2513万2千円

1.3%

繰入金・繰越金
10億7504万6千円

2.7%

市税
137億1347万6千円

34.2%
民生費

192億7523万1千円
50.4%

総務費
51億6788万6千円

13.5%

教育費
27億9370万9千円

7.3%
衛生費

35億9308万4千円
9.4%

公債費
24億8607万5千円

6.5%

土木費
21億5071万7千円

5.6%

その他
27億6333万7千円

7.3%

歳出合計
382億3003万9千円

自主財源
166億
8159万3千円　　  
41.6%

依存財源
233億
9864万
6千円
58.4%

諸収入など
13億6793万9千円

3.4%

地方交付税
44億4761万8千円 

11.1%

市債
14億3957万3千円

3.6%

国県支出金
143億3705万3千円

35.8%

地方譲与税、
各種交付金など
31億7440万2千円

7.9%
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議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

議員の
つぶやき
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このように
使いました
このように
使いました3 82億円
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議
員
間
討
議 

》

•
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
他

市
に
寄
附
す
る
金
額
が
増

え
る
こ
と
で
、
市
民
税
の

控
除
額
も
増
え
財
政
を
圧

迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
寄
附
金
を
増
や
す
た

め
に
魅
力
あ
る
謝
礼
品
の

開
発
、
寄
附
金
の
使
途
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
。

•
農
業
体
験
や
森
林
を
活

か
し
た
体
験
を
謝
礼
品
の

ひ
と
つ
に
加
え
て
い
く
こ

と
で
筑
紫
野
市
ら
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
ふ
る
さ

と
を
大
事
に
し
よ
う
と
い

う
政
策
を
組
み
立
て
て
い

く
べ
き
で
は
。

•
経
済
対
策
事
業
住
宅
改

修
工
事
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
補
助
金
に
様
々
な
役

割
を
持
た
せ
、
民
間
の
資

金
も
活
用
で
き
る
と
い
う

面
で
は
非
常
に
良
い
政
策

と
思
う
。

•
公
共
交
通
は
市
民
生
活

に
直
結
し
て
い
る
。
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
な
見

直
し
が
差
し
迫
っ
て
い
る
。

早
急
に
改
善
を
。

•
教
職
員
は
、
令
和
３
年

は
11
人
の
不
足
。
公
平
な

教
育
現
場
に
お
い
て
弊
害

が
出
て
き
て
い
る
。
教
職

員
の
負
担
も
増
え
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
必
要

に
応
じ
て
部
活
動
の
外
部

委
託
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

用
な
ど
是
非
検
討
を
。

•
少
中
学
校
の
、
普
通
教

室
が
足
り
な
い
状
況
が
懸

念
さ
れ
る
。
今
後
の
人
口

増
に
対
応
で
き
る
計
画
的

な
整
備
を
す
る
べ
き
で
は
。

《
賛
成
討
論
》

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る

う
中
、
通
常
業
務
を
行
い

な
が
ら
、
数
多
く
の
感
染

症
対
策
を
行
い
つ
つ
、
待

機
児
童
対
策
と
し
て
の
児

童
福
祉
施
設
整
備
事
業
や

小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
事

業
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区

整
備
事
業
な
ど
に
も
着
実

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

他
に
も
、
「
防
災
関
連
」

や
「
高
齢
者
」
や
「
障
が

い
者
」
に
対
す
る
必
要
な

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

適
切
に
財
源
を
確
保
し
、

良
好
な
財
政
状
況
を
保
ち

な
が
ら
、
第
６
次
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
各
種
事
業

予
算
を
そ
の
目
的
に
沿
っ

て
適
正
か
つ
効
率
的
に
執

行
さ
れ
、
第
３
次
財
政
計

画
の
目
標
も
順
調
に
推
移

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛

成
と
す
る
。

未来をつくる
すこやかに育つまちへ
自然と都市機能が
調和するまちへ

産業・雇用を
つくる

まちを元気にする
地域経済の活性化

共助社会づくり
いきいきと元気な
協働のまちへ

生活をまもる
安全安心のまちづくり

健康で笑顔
輝くまちへ

行財   政改革

5つ  の政策

ムダを    省いた
効率    的な

行財政    の確立

28の   施策
    122の   基本事業

Ｑ
：
補
助
金
額
の
15
倍
の
経

済
効
果
が
あ
る
。
95
件
で
市

内
業
者
の
何
社
く
ら
い
に
効

果
が
あ
っ
た
の
か
。
締
切
後

の
問
い
合
わ
せ
は
ど
れ
く
ら

い
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
：
申
請
件
数
が
95
件
で
業

者
数
が
47
社
。
非
常
に
関
心

が
高
く
、
１
日
１
回
く
ら
い

問
い
合
わ
せ
が
続
い
て
い
る
。

Ｑ
：
住
宅
改
修
と
い
う
こ
と

だ
が
、
健
康
と
住
宅
、
環
境

と
住
宅
な
ど
の
視
点
で
住
宅

の
あ
り
か
た
を
見
直
す
と
い

う
社
会
の
動
き
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
視
点
で
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
よ
り
一
層

の
経
済
効
果
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
全
国
的
な
状
況
を
判
断

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。 経

済
対
策
住
宅
改
修

Ｑ
：
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
バ
イ
オ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
検
討
す
る
と

の
事
だ
っ
た
が
、
進
捗
は
。

Ａ
：
他
市
等
の
導
入
状
況
や
コ

ス
ト
を
確
認
し
て
い
る
が
高
い

の
で
、
現
時
点
で
は
導
入
は
厳

し
い
。
今
後
コ
ス
ト
が
下
が
れ

ば
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
へ
の

負
担
金
が
、
予
算
よ
り
か
な
り

減
っ
て
い
る
要
因
は
何
か
。

Ａ
：
売
電
収
入
が
増
加
し
た
こ

と
、
ま
た
有
価
物
の
売
却
利
益

が
あ
が
っ
た
こ
と
で
市
の
負
担

が
減
っ
た
の
が
主
な
理
由
と
聞

い
て
い
る
。

Ｑ
：
ご
み
搬
入
量
が
減
る
と
負

担
金
も
減
る
の
で
、
ゴ
ミ
を
減

ら
す
の
が
い
い
の
で
は
。
可
燃

物
の
袋
を
小
さ
い
袋
に
す
る
と

分
別
が
進
み
、
ご
み
総
量
の
減

少
に
つ
な
が
る
。
ゴ
ミ
袋

（
小
）
の
販
売
店
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ
：
小
さ
い
袋
に
替
え
て
い
く

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な

が
り
ご
み
減
量
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
の
で
、
小

袋
が
あ
る
こ
と
を
ゴ
ミ
だ
し
カ

レ
ン
ダ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

ゴ
ミ
減
量

Ｑ
：
業
務
負
担
が
増
え
て
、
人

員
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
：
こ
ど
も
療
育
相
談
室
で
受

け
て
い
る
相
談
内
容
を
見
直
し
、

生
活
福
祉
課
と
も
連
携
し
て
相

談
数
全
体
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

Ｑ
：
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
２
年
目
を
迎
え
、

産
後
ケ
ア
が
ま
だ
未
実
施
だ
が
、

休
息
や
乳
房
ケ
ア
が
必
要
な
場

合
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
か
。

Ａ
：
現
在
、
ご
家
族
の
も
と
に

一
時
里
帰
り
や
民
間
の
助
産
院

を
紹
介
し
て
い
る
。

Ｑ
：
3
2
7
件
の
虐
待
件
数
の

う
ち
警
察
に
つ
な
い
だ
事
案
は

あ
る
か
。

Ａ
：
警
察
か
ら
連
絡
が
あ
る
の

は
面
前
Ｄ
Ｖ
や
虞
犯
（
ぐ
は

ん
）
行
為
と
か
触
法
行
為
な
ど

で
あ
る
。

Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
ブ

ー
ム
も
あ
り
、
特
に
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
は
非
常
に
人
気
が
あ
る
。

今
後
も
利
用
者
は
一
定
数
あ
る

と
い
え
る
。
い
ろ
い
ろ
な
所
が

あ
っ
て
も
こ
こ
を
選
ん
で
き
て

お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
利
用
充
実

が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
な

い
か
。

Ａ
：
プ
レ
イ
ド
ー
ム
の
利
用
者

は
非
常
に
多
い
。
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
は
安
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

利
用
者
が
多
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
施
設
の

充
実
の
前
に
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
含
め
た
運
営
が
第
一
の
検
討

課
題
と
考
え
て
い
る
。

竜
岩
自
然
の
家

Ｑ
：
全
部
の
委
託
料
、
補
助
金
を
合
わ

せ
る
と
約
１
億
円
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。

ち
く
し
の
バ
ス
は
広
く
カ
バ
ー
が
で
き

る
と
費
用
対
効
果
も
利
便
性
も
上
が
る

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
ル
ー
ト
的
に
一
本
道
で
あ
り
、
き

め
細
か
な
運
行
形
態
を
取
っ
た
り
、
目

的
地
の
切
り
分
け
な
ど
ア
イ
デ
ア
を
出

し
に
く
い
地
域
で
あ
る
が
現
状
よ
り
も

よ
り
よ
く
な
る
公
共
交
通
を
考
え
た
い
。

Ｑ
：
ち
く
し
の
バ
ス
は
吉
木
ま
で
２
つ

の
路
線
で
１
１
０
０
万
円
だ
っ
た
。
現

在
１
ル
ー
ト
な
の
で
半
分
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
：
バ
ス
会
社
と
協
議
の
中
で
、
現
状

の
経
費
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
現

状
が
あ
る
。
引
き
続
き
粘
り
強
く
協
議

を
重
ね
て
い
く
。

生
活
交
通

Ｑ
：
創
生
振
興
基
金
は
、
３
月
末
で
約
13
億
円
あ
る
が
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
割
合
は
。

Ａ
：
約
10
億
７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
：
寄
附
金
控
除
が
２
億
２
０
０
０
万
円
。
筑
紫
野
市

民
が
よ
そ
に
寄
附
し
た
金
額
は
い
く
ら
か
。

Ａ
：
令
和
３
年
度
は
４
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
：
返
礼
品
は
地
場
産
業
に
貢
献
し
て
い
る
か
。

Ａ
：
令
和
３
年
度
の
実
績
で
は
３
分
の
２
以
上
が
地
場

業
者
の
謝
礼
品
で
あ
り
、
市
の
特
産
品
を
全
国
の
皆
さ

ん
に
広
く
発
信
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
点
で

地
場
産
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

ボルダリングは人気があり投資を
して力を入れることで、全体的な
ブランド力になるとか、魅力的な
ものにしたい・・・

2050年のカーボン
ニュートラルにむけ
環境基金も有効活用
しながらやらないと。

Ｑ
：
農
地
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
、

耕
作
放
棄
地
が
ふ
え
て
い
る
。
後
継

者
づ
く
り
の
た
め
に
新
規
就
農
を
も

っ
と
広
く
打
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
一
人
で
も
多
く
の
方
が
就
農
で

き
る
、
も
し
く
は
耕
作
放
棄
地
が
増

え
な
い
よ
う
な
対
策
を
打
ち
な
が
ら

地
域
と
一
緒
に
課
題
解
決
に
使
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
：
新
た
な
取
組
み
を
行
政
も
、
農

家
も
取
組
ん
で
い
か
な
い
と
本
当
に

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
土
地
・
面
積

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
今
後
、
積
極
的
に
農
家
さ
ん
へ

の
情
報
発
信
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

き
た
い
。

農
業
次
世
代
人
材
投
資

筑紫野市の持ってい
るポテンシャルを考え
れば、市独自でもっと
取り組むべきでは。

令和6年度まで
の努力義務だが
産後ケアの早期
実現を！

過疎地対
策としても
考える必要
がある。

Ｑ
：
人
口
動
態
も
考
慮
し

て
、
整
備
量
を
拡
充
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
令
和
５

年
度
は
対
応
で
き
る
の
か
。

Ａ
：
令
和
５
年
度
に
は
小

規
模
保
育
事
業
所
２
園
の

開
設
支
援
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

Ｑ
：
令
和
４
年
度
の
待
機

児
童
が
31
人
で
ワ
ー
ス
ト

２
位
。
申
込
者
数
は
把
握

し
づ
ら
い
と
思
う
の
で
、

転
居
さ
れ
て
き
た
方
へ
の

意
向
調
査
等
を
実
施
す
る

な
ど
工
夫
が
必
要
で
は
な

い
か
。

Ａ
：
令
和
５
年
度
は
、
人

口
な
ど
今
後
の
推
移
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

子
育
て
支
援

待機児童の受け入れ
先として届出保育施
設がある。保育料の
差額について考慮す
るべきと思う。

令和2,3年度
で1億4000
万円の赤字。
森林を活かし
た筑紫野市
らしい返礼品
で、ふるさと
を応援しても
らえれば。

第六次   総合計画

Ｑ
：
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
登

録
者
の
台
帳
の
こ
と
な
の
か
。

Ａ
：
個
人
デ
ー
タ
と
住
宅
地
図
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
統
合
し
た
情
報
を

一
括
し
て
個
別
に
出
力
可
能
と
し
て

い
る
。

Ｑ
：
協
定
書
の
締
結
に
ば
ら
つ
き
が

あ
る
要
因
と
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
：
有
事
の
際
で
の
支
援
、
情
報
漏

洩
な
ど
の
リ
ス
ク
が
先
行
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
民
生
委
員
の

方
々
へ
の
研
修
の
場
な
ど
を
通
し
て
、

共
助
の
範
囲
内
で
支
援
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
周
知
を

行
い
、
防
災
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
や
、

避
難
計
画
策
定
時
の
基
礎
資
料
の
提

供
な
ど
関
係
課
と
の
連
携
等
も
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

Ｑ
：
債
権
の
一
元
化
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
：
債
権
所
管
課
が
有

す
る
滞
納
者
情
報
を
共

有
す
る
の
は
難
し
い
面

が
あ
る
。
費
用
対
効
果

で
も
滞
納
金
額
を
上
回

る
回
収
見
込
み
が
必
要

等
、
調
査
結
果
か
ら
、

債
権
回
収
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
、
各

債
権
所
管
課
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
す
方
針

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
：
昨
年
よ
り
時
間
外

が
倍
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
数
字
を
ど
う
見

る
の
か
。

Ａ
：
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

１
万
６
６
０
０
時
間
、

全
体
と
し
て
昨
年
よ
り

14
％
、
９
５
０
０
時
間

増
え
て
い
る
が
、
時
間

外
勤
務
の
適
正
化
の
取

り
組
み
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
以
外
で
は
減
少
し
て

い
る
。

Ｑ
：
臨
時
突
発
的
な
業

務
に
ど
の
よ
う
な
改
善

策
を
検
討
し
た
の
か
。

Ａ
：
全
庁
的
な
取
り
組

み
と
し
て
応
援
体
制
を

構
築
し
な
が
ら
業
務
に

あ
た
っ
た
。

行
財
政
改
革Ｑ

：
協
力
員
さ
ん
に
精
神
的
な
負
担

が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

今
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
現
在
契
約
し
て
い
る
業
者
が
、

今
年
４
月
か
ら
駆
け
付
け
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
る
の
で
、
話
し
合
っ

て
い
き
た
い
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　9月15、16、20日の集中審査では7部門24課から71項目につい
て、詳細な説明を受け、総合計画に掲げられた5つの政策を念頭に、
予算の執行状況と、行政効果を確認すると共に、各議員からの資料請
求と質疑により審査を行いました。審査終了後の議員間討議において、
次年度予算に向けた工夫・改善について様々な意見が出ました。

筑紫野市独自事業・・・・３９事業　　　５億　８７４万６千円
補助事業・・・・・・・・２３事業　　３５億９３９０万５千円
内訳は
個人給付事業として・・・・・・・ ７事業
（子育て世帯への臨時給付金、住民税非課税世帯への給付金など）
事業者への補助事業として・・・・18事業
（福祉施設のコロナ対策、飲食店家賃補助、
　　　　　　　　　　　キャッシュレス決済普及事業など）
行政事業として・・・・・・・・・37事業
（避難所感染対策備品、小中学校感染症対策経費、
　　　　　　　　　　　　　　窓口等の感染対策備品など）

新型コロナウィルス感染症関連事業　４１億２６５万円

職員の働く時間を取り上げる
のであれば、管理職の勤務時間
にも着目したい。

   ふるさと    応援寄附金
２億８４    ７０万円

災害時等要援護者支援
４５万円

経済対策住宅
改修補助
９００万円

森林環境譲与税
活用事業
８５５万円

地産地消・農業次世代
人材投資
１５０万円

緊急通報システム
１５３万円

ちくしのバス委託料
１１２２万円

子どもの発達支援
　１０４３万円

家庭児童相談
８６２万円

子育て包括支援
センター９０４万円

乳児家庭育児支援
６３８万円

竜岩自然の家
２４１３万円

外国語教育委託
２２１５万円

ごみ運搬委託料
６億９４６０万円

ごみ処理負担金
９億５０２０万円

ごみ袋販売
１億２１９３万円

上西山線・筑紫野線補助金
２８４８万円

御笠自治会バス
委託料

９７４万円

カミーリヤバス委託料
３５４６万円

コミバス
委託料

１５１３万円

少人数学級に
対応できるよう
計画的な整備
を。教職員が足
りないことで負
担も増えてい
る。働き方改革
が必要。
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自
治
体
D
X
推
進
の
取
組
み

　
市
が
推
進
し
て
い
る
主
な

D
X
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

　
他
に
も
、
市
役
所
窓
口

に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
等
、
可
能

な
も
の
か
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

一
般
職
員
の

U
S
B
メ
モ
リ
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
の
使

用
を
禁
止
す
る
等
、
安
易

に
市
民
の
個
人
情
報
が
流

出
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

個
人
情
報
を
扱
う
所
管
課

の
運
用
状
況
を
毎
年
監
査

し
て
お
り
、
市
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
堅
牢
な
も

の
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

概
要

目
的

執
行
部
の
説
明

所
管
事
務
調
査

概
要

総務市民常任委員会総務市民常任委員会

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

自
治
公
民
館
を
自
主
避
難
所
に

　
市
が
開
設
す
る
避
難
所

ま
で
行
く
の
が
不
便
、
あ

る
い
は
危
険
を
伴
う
な
ど

か
ら
、
身
近
な
自
治
公
民

館
で
の
自
主
避
難
所
開
設

の
要
望
が
あ
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
開
設
の
た
め
の
情

報
等
の
周
知
を
図
る
た
め
。

　
地
域
住
民
で
の
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
は
出
前
講

座
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。

　
避
難
所
運
営
を
し
て
い

く
指
針
と
な
る
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

公
開
し
て
い
る
が
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
長
期
的

な
避
難
生
活
が
継
続
す
る

場
合
を
念
頭
に
作
成
し
て

い
る
。
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
自
治
公
民
館
等
に
お

い
て
の
自
主
避
難
所
を
開

設
す
る
場
合
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

自
治
公
民
館
に

よ
っ
て
は
災
害

警
戒
区
域
に
あ
る
な
ど
、

何
か
見
え
る
化
が
必
要
で

は
な
い
か
。ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
載
の
自

治
公
民
館
は
自
主
避
難
所

と
し
て
の
開
設
が
可
能
な

も
の
と
し
て
地
域
防
災
計

画
に
も
記
載
し
て
い
る
。

洪
水
・
土
砂
・
地
震
の
危

険
性
留
意
を
▲
で
記
載
し

て
い
る
。
自
主
避
難
所
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
必
要

が
あ
れ
ば
開
設
し
て
頂
く

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

各
公
民
館
の

イ
ン
フ
ラ
の

状
況
は
。

備
蓄
の
把
握
に

つ
い
て
は
進
捗

し
て
い
な
い
。
公
民
館
内

部
の
備
蓄
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て
整
備
・

備
蓄
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

防
災
の
備
え
に
つ
い
て

様
々
な
事
業
が
あ
る
の
で

危
機
管
理
課
に
相
談
し
て

頂
け
れ
ば
可
能
な
も
の
は

対
応
で
き
る
部
分
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
と
そ
れ
を

基
に
し
た
各
公
民
館
・
自

治
会
で
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の

か
。

自
主
防
災
組
織

等
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
毎
年
行
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
機
会
に

自
主
避
難
所
等
に
つ
い
て

も
周
知
、
啓
発
に
努
め
、

出
前
講
座
に
つ
い
て
も
声

か
け
で
き
る
よ
う
体
制
整

備
に
努
め
た
い
。

所
管
事
務
調
査

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

D
X…

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
業
務
の
効
率
化
等
の
変

化
を
生
み
出
す
こ
と
。

R
P
A…

人
が
行
っ
て
き

た
作
業
を
機
械
が
、
自
動

で
行
う
よ
う
に
し
た
仕
組

み
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド…

情
報
格
差

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

認定

保
険
給
付
費
　前
年
度
よ
り
増
加

　
歳
入
総
額
は
、
98
億
５

６
０
４
万
２
千
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

　
歳
出
総
額
は
、
98
億
３

１
３
５
万
９
千
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

　
歳
入
歳
出
差
引
後
の
繰

越
額
は
、
約
２
４
６
８
万

３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
保
険
給
付
費
が

増
加
し
て
い
る
原
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
受
診

控
え
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
金
額

ベ
ー
ス
で
の
普
及
率
と
節

約
で
き
た
額
は
。

約
61
％
、
約
２

億
７
１
０
０
万

円
で
あ
る
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

可決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

　
　
　
　基
金
積
立
に
係
る
補
正
増

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

11
億
５
０
５
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
５
２

億
１
６
９
１
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

保
育
所
等
給
食

支
援
費
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
認
可
外

（
届
出
保
育
施
設
等
）
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

届
出
保
育
施

設
、
私
立
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
県
が
直
接

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で

確
認
し
て
い
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

執
行
部

議
員

1 自治体情報システムの標準化・共通化
マイナンバーカードの普及促進
自治体行政手続きのオンライン化
RPA等の利用促進
ウェブ会議の推進
情報セキュリティ対策の徹底
デジタルディバイド対策
地理情報システム導入

2
3
4
5
6
7
8

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

医
療
費
　前
年
度
よ
り
増
加

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

等
を
対
象
と
し
た
制
度
で
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
、
平
成
25
年
12
月
に

成
立
し
た
「
社
会
保
障
制

度
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
５
月
に

は
「
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
」
が
成
立
し
、
持

続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
改
革

が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
令
和
４
年
３

月
末
に
お
け
る
総
人
口
は
、

10
万
５
７
８
２
人
、
そ
の

う
ち
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
は
年
間
平
均
１
万

２
５
１
０
人
で
、
総
人
口

の
11.

８
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
本
市
の
令
和
３
年

度
の
医
療
費
は
約
１
３
９

億
６
８
４
７
万
円
（
前
年

比
７.

03
％
増
）
で
、
こ

れ
を
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
一
人
当
た
り
平
均

で
見
て
み
る
と
、
約
１
１

１
万
６
６
０
０
円
（
前
年

度
比
４.

62
％
増
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
の

歳
入
総
額
は
25
億
４
７
３

７
万
６
６
６
１
円
、
歳
出

総
額
は
25
億
２
７
８
万
２

２
２
７
円
で
す
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　
　
　特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

全員一致

認定

ハザードマップP.52，P.53から

ホームページから
ダウンロードできます

歳出
98億3135万9千円

歳入
98億5604万2千円

保険給付費
68億5382万8千円

70%

国民健康保険
事業費納付金

26億4858万9千円
27%

その他
1億4117万3千円

総務費
1億3168万4千円

保険事業費
5608万5千円

県支出金
69億6062万3千円

71%

国民健康保険税
18億8494万1千円

19%

繰入金
（一般会計）
9億4144万2千円

9%

その他
6903万6千円

1%

1,000万円1

市
独
自

県
・
市

事業名 事業概要 予算額No支援策

62万円2

1,344万円

3 708万円

4

1,764万円5

自宅療養者食料物資
支援事業

自宅療養する市民からの支援の
申し出が急増しているため、食
料品や日用品の購入予算を増額

新型コロナウイルス感染症の影
響により収支が悪化し、活動が
危ぶまれる障がい者支援団体に
対する追加支援

小中学校の修学旅行の感染対
策に要する経費や延期及び中止
となった場合のキャンセル料を
補助

物価高騰対策として、私立保育
所や認定子ども園に対し、給食
に係る材料費高騰分の補助

障がい者支援の福祉
活動追加支援事業

小学校修学旅行助成
事業

中学校修学旅行助成
事業

保育所等給食支援費
補助事業

※万単位で掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の関連予算　

け
ん
ろ
う
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自
治
体
D
X
推
進
の
取
組
み

　
市
が
推
進
し
て
い
る
主
な

D
X
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

　
他
に
も
、
市
役
所
窓
口

に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
等
、
可
能

な
も
の
か
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

一
般
職
員
の

U
S
B
メ
モ
リ
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
の
使

用
を
禁
止
す
る
等
、
安
易

に
市
民
の
個
人
情
報
が
流

出
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

個
人
情
報
を
扱
う
所
管
課

の
運
用
状
況
を
毎
年
監
査

し
て
お
り
、
市
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
堅
牢
な
も

の
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

概
要

目
的

執
行
部
の
説
明

所
管
事
務
調
査

概
要

総務市民常任委員会総務市民常任委員会

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

自
治
公
民
館
を
自
主
避
難
所
に

　
市
が
開
設
す
る
避
難
所

ま
で
行
く
の
が
不
便
、
あ

る
い
は
危
険
を
伴
う
な
ど

か
ら
、
身
近
な
自
治
公
民

館
で
の
自
主
避
難
所
開
設

の
要
望
が
あ
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
開
設
の
た
め
の
情

報
等
の
周
知
を
図
る
た
め
。

　
地
域
住
民
で
の
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
は
出
前
講

座
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。

　
避
難
所
運
営
を
し
て
い

く
指
針
と
な
る
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

公
開
し
て
い
る
が
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
長
期
的

な
避
難
生
活
が
継
続
す
る

場
合
を
念
頭
に
作
成
し
て

い
る
。
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
自
治
公
民
館
等
に
お

い
て
の
自
主
避
難
所
を
開

設
す
る
場
合
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

自
治
公
民
館
に

よ
っ
て
は
災
害

警
戒
区
域
に
あ
る
な
ど
、

何
か
見
え
る
化
が
必
要
で

は
な
い
か
。ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
載
の
自

治
公
民
館
は
自
主
避
難
所

と
し
て
の
開
設
が
可
能
な

も
の
と
し
て
地
域
防
災
計

画
に
も
記
載
し
て
い
る
。

洪
水
・
土
砂
・
地
震
の
危

険
性
留
意
を
▲
で
記
載
し

て
い
る
。
自
主
避
難
所
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
必
要

が
あ
れ
ば
開
設
し
て
頂
く

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

各
公
民
館
の

イ
ン
フ
ラ
の

状
況
は
。

備
蓄
の
把
握
に

つ
い
て
は
進
捗

し
て
い
な
い
。
公
民
館
内

部
の
備
蓄
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て
整
備
・

備
蓄
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

防
災
の
備
え
に
つ
い
て

様
々
な
事
業
が
あ
る
の
で

危
機
管
理
課
に
相
談
し
て

頂
け
れ
ば
可
能
な
も
の
は

対
応
で
き
る
部
分
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
と
そ
れ
を

基
に
し
た
各
公
民
館
・
自

治
会
で
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の

か
。

自
主
防
災
組
織

等
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
毎
年
行
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
機
会
に

自
主
避
難
所
等
に
つ
い
て

も
周
知
、
啓
発
に
努
め
、

出
前
講
座
に
つ
い
て
も
声

か
け
で
き
る
よ
う
体
制
整

備
に
努
め
た
い
。

所
管
事
務
調
査

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

D
X…

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
業
務
の
効
率
化
等
の
変

化
を
生
み
出
す
こ
と
。

R
P
A…

人
が
行
っ
て
き

た
作
業
を
機
械
が
、
自
動

で
行
う
よ
う
に
し
た
仕
組

み
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド…

情
報
格
差

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

認定

保
険
給
付
費
　前
年
度
よ
り
増
加

　
歳
入
総
額
は
、
98
億
５

６
０
４
万
２
千
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

　
歳
出
総
額
は
、
98
億
３

１
３
５
万
９
千
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

　
歳
入
歳
出
差
引
後
の
繰

越
額
は
、
約
２
４
６
８
万

３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
保
険
給
付
費
が

増
加
し
て
い
る
原
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
受
診

控
え
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
金
額

ベ
ー
ス
で
の
普
及
率
と
節

約
で
き
た
額
は
。

約
61
％
、
約
２

億
７
１
０
０
万

円
で
あ
る
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

可決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

　
　
　
　基
金
積
立
に
係
る
補
正
増

　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

11
億
５
０
５
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
５
２

億
１
６
９
１
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

保
育
所
等
給
食

支
援
費
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
認
可
外

（
届
出
保
育
施
設
等
）
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

届
出
保
育
施

設
、
私
立
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
県
が
直
接

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で

確
認
し
て
い
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

概
要

執
行
部

議
員

1 自治体情報システムの標準化・共通化
マイナンバーカードの普及促進
自治体行政手続きのオンライン化
RPA等の利用促進
ウェブ会議の推進
情報セキュリティ対策の徹底
デジタルディバイド対策
地理情報システム導入

2
3
4
5
6
7
8

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

医
療
費
　前
年
度
よ
り
増
加

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

等
を
対
象
と
し
た
制
度
で
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
、
平
成
25
年
12
月
に

成
立
し
た
「
社
会
保
障
制

度
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
５
月
に

は
「
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
」
が
成
立
し
、
持

続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
改
革

が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
令
和
４
年
３

月
末
に
お
け
る
総
人
口
は
、

10
万
５
７
８
２
人
、
そ
の

う
ち
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
は
年
間
平
均
１
万

２
５
１
０
人
で
、
総
人
口

の
11.

８
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
本
市
の
令
和
３
年

度
の
医
療
費
は
約
１
３
９

億
６
８
４
７
万
円
（
前
年

比
７.

03
％
増
）
で
、
こ

れ
を
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
一
人
当
た
り
平
均

で
見
て
み
る
と
、
約
１
１

１
万
６
６
０
０
円
（
前
年

度
比
４.

62
％
増
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
の

歳
入
総
額
は
25
億
４
７
３

７
万
６
６
６
１
円
、
歳
出

総
額
は
25
億
２
７
８
万
２

２
２
７
円
で
す
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　
　
　
　特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

全員一致

認定

ハザードマップP.52，P.53から

ホームページから
ダウンロードできます

歳出
98億3135万9千円

歳入
98億5604万2千円

保険給付費
68億5382万8千円

70%

国民健康保険
事業費納付金

26億4858万9千円
27%

その他
1億4117万3千円

総務費
1億3168万4千円

保険事業費
5608万5千円

県支出金
69億6062万3千円

71%

国民健康保険税
18億8494万1千円

19%

繰入金
（一般会計）
9億4144万2千円

9%

その他
6903万6千円

1%

1,000万円1

市
独
自

県
・
市

事業名 事業概要 予算額No支援策

62万円2

1,344万円

3 708万円

4

1,764万円5

自宅療養者食料物資
支援事業

自宅療養する市民からの支援の
申し出が急増しているため、食
料品や日用品の購入予算を増額

新型コロナウイルス感染症の影
響により収支が悪化し、活動が
危ぶまれる障がい者支援団体に
対する追加支援

小中学校の修学旅行の感染対
策に要する経費や延期及び中止
となった場合のキャンセル料を
補助

物価高騰対策として、私立保育
所や認定子ども園に対し、給食
に係る材料費高騰分の補助

障がい者支援の福祉
活動追加支援事業

小学校修学旅行助成
事業

中学校修学旅行助成
事業

保育所等給食支援費
補助事業

※万単位で掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の関連予算　

け
ん
ろ
う
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食料・生活物資支援について

支援物資

支援の流れ

お問い合わせ

食料品（お米、レトルト食品、袋ラーメンなど）
日用品（アルコール除菌シート、洗剤、オムツなど）

電話：092-923-1111（内線445）保護課 暮らしの困りごと相談
メールアドレス：hogo@city.chikushino.fukuoka.jp

自宅療養
自宅待機

市に申込
（電話やメール）

受付
（聞き取り）

物資の配送
（受取）

【市内の小中学校での取り組み例】

（2）見直し内容

（1）改定の手順例
【令和3年度に4校が見直しを行い、令和4年度に１校が見直しを行う予定】

学年 教科 内　容

小１ 学級活動

小２ 体育

小５、６年 保健

中学生 体育

プライベートゾーン（体操服で隠すところと顔）は見せない、見られ
ない、さわらない、さわらせない。養護教諭と担任で指導。

水着の更衣の注意事項として、同性であってもプライベートゾー
ンを見せないように着替えることを指導している。

性暴力アドバイザーによる指導。下着で隠れている場所は、誰に
も見せたり触らせたりしてはいけないこと、コミュニケーションス
キルとして、「いや」と言えるようになること、信頼できる大人に相
談する権利があることを知る。

水遊びの学習の際、プライベートゾーンについて、大切なところと
指導。

項目 改正内容
頭髪の長さ、髪型 学習や運動の妨げにならない髪型にする
まゆ 眉間はつながらないように整えても構わない
制服の着用等 衣替えの期間を設けない、女子のスラックス選択可

一斉
アンケート

校則検討委員会の設置

各会で協議 校則検討
委員会で協議

10名 ・生徒会執行部　5名
・PTA　　2名
・教職員　3名

校長による最終決定
報告・周知 施行

　
歳
入
歳
出
の
差
引
き
は

１
億
７
３
０
１
万
９
０
６

６
円
で
、
令
和
４
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
末
の
基
金

残
高
は
５
億
２
５
６
７
万

７
５
６
３
円
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
人
口
・
介
護
認

定
者
数
は
、
毎
年
増
加
し

て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

第
１
号
被
保
険
者
数
は
、

令
和
３
年
度
末
で
２
万
７

２
９
５
人
（
前
年
度
比
＋

2.3
％
）
で
す
。
こ
の
う
ち

要
介
護
認
定
者
数
は
、
４

２
６
７
人
で
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
第
２
号
被
保

険
者
数
を
含
め
る
と
、
４

３
５
３
人
（
前
年
度
比
＋

3.7
％
）
が
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

議
会
報
告
会
の
質
問
に
対
す
る
　調
査
を
実
施
　

公
立
中
学
校
の
校
則
は

　
校
則
は
、
児
童
生
徒
が

遵
守
す
べ
き
学
習
上
、
生

活
上
の
規
律
と
し
て
定
め

る
も
の
で
す
。
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
や
学
校
、
地

域
の
状
況
、
時
代
の
変
化

等
を
踏
ま
え
て
、
最
終
的

に
は
校
長
に
よ
り
制
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー

ン
等
性
教
育
は

　
市
内
の
全
小
学
校
で

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」

を
取
り
上
げ
た
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
性
に
関
す

る
学
習
は
、
小
中
学
校
の

教
科
等
で
取
り
上
げ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し

い
知
識
を
得
ら
れ
、
不
安

を
与
え
な
い
よ
う
に
留
意

の
上
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

高
年
大
学
の
継
続
を

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
は
中
止
、
令

和
３
年
度
は
縮
小
開
催
、

令
和
４
年
度
は
、
少
人
数

に
分
か
れ
て
開
催
し
て
お

り
、
課
題
は
次
の
通
り
で

す
。

①
高
齢
者
の
生
活
ス
タ
イ

ル
や
学
習
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
よ
る
受
講
生
の
減
少
。

②
受
講
生
の
減
少
に
よ
り
、

科
目
の
開
設
と
受
講
生
に

よ
る
自
主
運
営
が
難
し
い
。

③
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

令
和
２
・
３
年
度
の
課
程

が
例
年
通
り
実
施
で
き
ず
、

従
来
の
４
年
間
の
制
度
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
。

　
今
後
は
、
受
講
生
の
意

見
を
聞
き
、
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
学
習
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　食
料
・
生
活
物
資
支
援
　

　
こ
の
事
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
市
独
自
事
業
の
一
つ

で
、
自
宅
療
養
者
及
び
自

宅
待
機
者
へ
食
料
品
や
日

用
品
の
生
活
物
資
を
自
宅

に
お
届
け
す
る
も
の
で
、

費
用
は
無
料
で
す
。

　
令
和
４
年
７
月
以
降
、

第
７
波
の
影
響
を
受
け
、

支
援
を
受
け
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
８

月
が
最
も
多
く
、
４
３
２

世
帯
へ
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

こ
の
支
援
制
度

を
知
ら
な
か
っ

た
方
が
多
数
い
る
が
、
今

後
の
周
知
は
。

市
内
の
病
院
に

チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
頂
き
、
ま
た
、
民
生

委
員
の
方
に
も
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
再
度
周
知
を
行

っ
て
い
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
閲
覧
し
や
す
い

場
所
に
掲
載
し
た
。

概
要

所
管
事
務
調
査

執
行
部

執
行
部

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

電
子
図
書
館
オ
ー
プ
ン
！！

保
険
給
付
費
　前
年
度
よ
り
増
加

　
電
子
図
書
館
は
、
パ
ソ

コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、
無

料
で
電
子
書
籍
が
楽
し
め

ま
す
。
ア
プ
リ
は
不
要
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
音
声
読
み
上
げ
機
能
や

文
字
の
大
き
さ
や
文
字
色

の
変
更
が
可
能
で
、
視
覚

障
が
い
者
等
の
読
書
環
境

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

概
要

所
管
事
務
報
告

全員一致

認定

　　
歳
入
総
額
は
70
億
６
５

３
７
万
４
９
５
１
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

　
歳
出
総
額
は
68
億
９
２

３
５
万
５
８
８
５
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

概
要

令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

　
小
中
学
校
の
通
信
環
境

に
関
し
、
令
和
２
年
度
に

国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
を

満
た
し
た
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
通
信
状
態
が
悪

く
な
る
場
面
が
あ
り
、
全

国
的
な
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
国
も
こ
の
課
題
を
認
識

し
、
新
た
な
補
助
金
を
設

け
る
な
ど
、
課
題
の
解
消

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
本
市
も
、
各
学
校
で
授

業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
１
本
の
回
線
で

３
つ
の
用
途
を
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒

専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
１
〜
２
本
追
加
し
、

安
定
し
た
運
用
を
図
り
ま

す
。

概
要

所
管
事
務
報
告

概
要

歳出
68億9235万5千円

歳入
70億6537万4千円

保険給付費
62億2789万4千円

91%

地域支援事業費
4億2997万5千円

6%

総務費
1億5897万6千円

2%

その他
7550万8千円

1%
介護保険料
（65歳以上）

17億3686万3千円
24%

支払基金交付金
（介護保険料40歳～64歳）

17億6126万5千円
25%

国庫支出金
13億8969万5千円

20%

県支出金
9億7893万7千円

14%

繰入金
（一般会計）
10億7584万円

15%

その他
1億2277万2千円

2%
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食料・生活物資支援について

支援物資

支援の流れ

お問い合わせ

食料品（お米、レトルト食品、袋ラーメンなど）
日用品（アルコール除菌シート、洗剤、オムツなど）

電話：092-923-1111（内線445）保護課 暮らしの困りごと相談
メールアドレス：hogo@city.chikushino.fukuoka.jp

自宅療養
自宅待機

市に申込
（電話やメール）

受付
（聞き取り）

物資の配送
（受取）

【市内の小中学校での取り組み例】

（2）見直し内容

（1）改定の手順例
【令和3年度に4校が見直しを行い、令和4年度に１校が見直しを行う予定】

学年 教科 内　容

小１ 学級活動

小２ 体育

小５、６年 保健

中学生 体育

プライベートゾーン（体操服で隠すところと顔）は見せない、見られ
ない、さわらない、さわらせない。養護教諭と担任で指導。

水着の更衣の注意事項として、同性であってもプライベートゾー
ンを見せないように着替えることを指導している。

性暴力アドバイザーによる指導。下着で隠れている場所は、誰に
も見せたり触らせたりしてはいけないこと、コミュニケーションス
キルとして、「いや」と言えるようになること、信頼できる大人に相
談する権利があることを知る。

水遊びの学習の際、プライベートゾーンについて、大切なところと
指導。

項目 改正内容
頭髪の長さ、髪型 学習や運動の妨げにならない髪型にする
まゆ 眉間はつながらないように整えても構わない
制服の着用等 衣替えの期間を設けない、女子のスラックス選択可

一斉
アンケート

校則検討委員会の設置

各会で協議 校則検討
委員会で協議

10名 ・生徒会執行部　5名
・PTA　　2名
・教職員　3名

校長による最終決定
報告・周知 施行

　
歳
入
歳
出
の
差
引
き
は

１
億
７
３
０
１
万
９
０
６

６
円
で
、
令
和
４
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
末
の
基
金

残
高
は
５
億
２
５
６
７
万

７
５
６
３
円
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
人
口
・
介
護
認

定
者
数
は
、
毎
年
増
加
し

て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

第
１
号
被
保
険
者
数
は
、

令
和
３
年
度
末
で
２
万
７

２
９
５
人
（
前
年
度
比
＋

2.3
％
）
で
す
。
こ
の
う
ち

要
介
護
認
定
者
数
は
、
４

２
６
７
人
で
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
第
２
号
被
保

険
者
数
を
含
め
る
と
、
４

３
５
３
人
（
前
年
度
比
＋

3.7
％
）
が
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

議
会
報
告
会
の
質
問
に
対
す
る
　調
査
を
実
施
　

公
立
中
学
校
の
校
則
は

　
校
則
は
、
児
童
生
徒
が

遵
守
す
べ
き
学
習
上
、
生

活
上
の
規
律
と
し
て
定
め

る
も
の
で
す
。
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
や
学
校
、
地

域
の
状
況
、
時
代
の
変
化

等
を
踏
ま
え
て
、
最
終
的

に
は
校
長
に
よ
り
制
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー

ン
等
性
教
育
は

　
市
内
の
全
小
学
校
で

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」

を
取
り
上
げ
た
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
性
に
関
す

る
学
習
は
、
小
中
学
校
の

教
科
等
で
取
り
上
げ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し

い
知
識
を
得
ら
れ
、
不
安

を
与
え
な
い
よ
う
に
留
意

の
上
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

高
年
大
学
の
継
続
を

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
は
中
止
、
令

和
３
年
度
は
縮
小
開
催
、

令
和
４
年
度
は
、
少
人
数

に
分
か
れ
て
開
催
し
て
お

り
、
課
題
は
次
の
通
り
で

す
。

①
高
齢
者
の
生
活
ス
タ
イ

ル
や
学
習
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
よ
る
受
講
生
の
減
少
。

②
受
講
生
の
減
少
に
よ
り
、

科
目
の
開
設
と
受
講
生
に

よ
る
自
主
運
営
が
難
し
い
。

③
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

令
和
２
・
３
年
度
の
課
程

が
例
年
通
り
実
施
で
き
ず
、

従
来
の
４
年
間
の
制
度
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
。

　
今
後
は
、
受
講
生
の
意

見
を
聞
き
、
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
学
習
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

概
要

所
管
事
務
調
査

概
要

概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　食
料
・
生
活
物
資
支
援
　

　
こ
の
事
業
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
市
独
自
事
業
の
一
つ

で
、
自
宅
療
養
者
及
び
自

宅
待
機
者
へ
食
料
品
や
日

用
品
の
生
活
物
資
を
自
宅

に
お
届
け
す
る
も
の
で
、

費
用
は
無
料
で
す
。

　
令
和
４
年
７
月
以
降
、

第
７
波
の
影
響
を
受
け
、

支
援
を
受
け
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
８

月
が
最
も
多
く
、
４
３
２

世
帯
へ
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

こ
の
支
援
制
度

を
知
ら
な
か
っ

た
方
が
多
数
い
る
が
、
今

後
の
周
知
は
。

市
内
の
病
院
に

チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
頂
き
、
ま
た
、
民
生

委
員
の
方
に
も
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
再
度
周
知
を
行

っ
て
い
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
閲
覧
し
や
す
い

場
所
に
掲
載
し
た
。

概
要

所
管
事
務
調
査

執
行
部

執
行
部

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

電
子
図
書
館
オ
ー
プ
ン
！！

保
険
給
付
費
　前
年
度
よ
り
増
加

　
電
子
図
書
館
は
、
パ
ソ

コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、
無

料
で
電
子
書
籍
が
楽
し
め

ま
す
。
ア
プ
リ
は
不
要
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
音
声
読
み
上
げ
機
能
や

文
字
の
大
き
さ
や
文
字
色

の
変
更
が
可
能
で
、
視
覚

障
が
い
者
等
の
読
書
環
境

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

概
要

所
管
事
務
報
告

全員一致

認定

　　
歳
入
総
額
は
70
億
６
５

３
７
万
４
９
５
１
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

　
歳
出
総
額
は
68
億
９
２

３
５
万
５
８
８
５
円
で
す
。

主
な
内
訳
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

概
要

令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

　
小
中
学
校
の
通
信
環
境

に
関
し
、
令
和
２
年
度
に

国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
を

満
た
し
た
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
通
信
状
態
が
悪

く
な
る
場
面
が
あ
り
、
全

国
的
な
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
国
も
こ
の
課
題
を
認
識

し
、
新
た
な
補
助
金
を
設

け
る
な
ど
、
課
題
の
解
消

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
本
市
も
、
各
学
校
で
授

業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
１
本
の
回
線
で

３
つ
の
用
途
を
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒

専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
１
〜
２
本
追
加
し
、

安
定
し
た
運
用
を
図
り
ま

す
。

概
要

所
管
事
務
報
告

概
要

歳出
68億9235万5千円

歳入
70億6537万4千円

保険給付費
62億2789万4千円

91%

地域支援事業費
4億2997万5千円

6%

総務費
1億5897万6千円

2%

その他
7550万8千円

1%
介護保険料
（65歳以上）

17億3686万3千円
24%

支払基金交付金
（介護保険料40歳～64歳）

17億6126万5千円
25%

国庫支出金
13億8969万5千円

20%

県支出金
9億7893万7千円

14%

繰入金
（一般会計）
10億7584万円

15%

その他
1億2277万2千円

2%
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全員一致

可決及び

認定
全員一致

可決

建設環境常任委員会

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
昇
降
口
の
現
況

　
Ｊ
Ｒ
九
州
に
整
備
を
委

託
し
て
い
る
昇
降
口
の
外

観
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
完
成
が
近
ま

っ
て
い
る
様
子
が
分
か
り
、

市
が
行
っ
て
い
る
駅
前
広

場
や
駐
輪
場
の
工
事
の
進

捗
状
況
も
確
認
し
ま
し
た
。

　
西
側
駅
前
に
は
、
市
道

路
線
の
認
定
の
地
図
に
あ

る
よ
う
に
、
自
動
車
は
一

方
通
行
で
駅
前
広
場
か
ら

出
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
車
道
を

囲
む
よ
う
に
歩
道
が
設
け

ら
れ
、
ま
た
、
駐
輪
場
の

工
事
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
約
3
0
0
台
が
駐
輪

で
き
る
予
定
で
す
。

概
要

所
管
事
務
調
査

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区
整
備
事
業
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
道
の
認
定
と
変
更

　　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区
の

整
備
に
お
い
て
、
道
路
整

備
が
完
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
道
路
を
市
道
路
線
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
道
路
線
の
認

定
に
伴
い
、
重
複
す
る

「
路
線
番
号
８
１
６
７

号
」
、
「
路
線
番
号
８
１

７
１
号
」
、
「
路
線
番
号

８
９
０
４
号
」
の
起
点
終

点
の
位
置
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
該
当
箇
所
を
現

地
に
て
確
認
し
ま
し
た
。

概
要

市
道
路
線
の
認
定
と
変
更

業
務
の
効
率
化
等
に
よ
り
利
益
の
確
保
に
努
め

　
　
　
管
路
の
更
新
　
給
水
区
域
の
拡
張
を
進
め
て
い
る

　
上
水
道
事
業
会
計
の
剰

余
金
の
今
後
の
使
途
と
決

算
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

経
営
指
標
の
推

移
の
説
明
と
、

水
道
事
業
の
状
況
、
課
題

も
含
め
た
総
括
は
。

経
営
指
標
の
推

移
は
、
経
常
収

支
比
率
、
料
金
回
収
比
率

と
も
1
0
0
％
を
超
え
良

好
な
経
営
で
あ
る
。
近
年

の
決
算
は
黒
字
が
継
続
し

て
い
る
。
今
後
、
人
口
減

少
社
会
の
到
来
、
多
額
の

借
入
金
の
返
済
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
、

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
が
増
す
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
、
改
正

水
道
法
の
基
本
理
念
に
沿

い
、
老
朽
管
の
計
画
的
な

更
新
や
施
設
の
適
正
配
置

の
検
討
、
料
金
収
入
の
確

保
や
運
営
コ
ス
ト
の
削
減

な
ど
、
事
業
の
効
率
化
に

努
め
、
予
期
せ
ぬ
事
態
の

発
生
時
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
中
長
期
的

な
視
野
に
よ
る
経
営
基
盤

の
強
化
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
と
も
水
道

事
業
の
安
全
で
安
心
な
水

を
安
定
的
に
供
給
し
て
い

き
た
い
。

概
要

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

建設環境常任委員会

全員一致

可決及び

認定

効
率
的
な
施
設
の
整
備
と

　
　
　
　
　
　
　
　
水
洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
る

　
　
　

　
下
水
道
事
業
会
計
の
剰

余
金
の
今
後
の
使
途
と
決

算
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

下
水
道
を
整
備

す
る
際
に
、
地

域
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

工
事
に
際
し
て

は
、
事
前
に
、

区
長
及
び
地
域
の
市
民
の

皆
様
に
、
チ
ラ
シ
の
配
付

に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

　
受
益
者
負
担
金
が
発
生

す
る
の
で
、
で
き
る
限
り

説
明
会
を
開
催
し
、
コ
ロ

ナ
の
状
況
で
無
理
な
場
合

は
、
個
別
に
伺
っ
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
の
返
還
金
の

具
体
的
な
説
明

を
。

三
つ
の
県
営
処

理
場
で
汚
水
処

理
を
行
っ
て
い
る
。
御
笠

川
那
珂
川
流
域
下
水
道
は

税
抜
、
２
３
４
５
万
５
９

５
０
円
、
宝
満
川
上
流
流

域
下
水
道
は
１
４
９
４
万

８
８
１
６
円
、
宝
満
川
流

域
下
水
道
は
２
５
５
６
万

４
５
３
０
円
が
黒
字
分
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
返
還

さ
れ
、
宝
満
川
上
流
流
域

構
成
市
町
が
負
担
す
る
建

設
負
担
金
資
産
減
耗
相
当

分
を
精
算
し
、
計
６
３
３

９
万
２
３
０
３
円
が
筑
紫

野
市
の
収
支
額
と
な
っ
て

い
る
。

概
要

令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

供給単価

給水原価

差

２１３.４円

２００.５円

１２.９円

※数値は１㎥あたり

【水道の供給単価と給水原価】

収　入

支　出

純利益

１９億７７５０万円

１７億１９８９万円

２億５７６１万円

【水道事業の損益（抜粋）】

使用料単価

汚水処理原価

差

１７２.７１円

１５８.３３円

１４.３８円

※数値は１㎥あたり

【下水道の汚水処理原価】

収　入

支　出

純利益

２２億１９１３万円

１９億２５９２万円

２億９３２１万円

【下水道事業の損益（抜粋）】
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Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
昇
降
口
の
現
況

　
Ｊ
Ｒ
九
州
に
整
備
を
委

託
し
て
い
る
昇
降
口
の
外

観
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
完
成
が
近
ま

っ
て
い
る
様
子
が
分
か
り
、

市
が
行
っ
て
い
る
駅
前
広

場
や
駐
輪
場
の
工
事
の
進

捗
状
況
も
確
認
し
ま
し
た
。

　
西
側
駅
前
に
は
、
市
道

路
線
の
認
定
の
地
図
に
あ

る
よ
う
に
、
自
動
車
は
一

方
通
行
で
駅
前
広
場
か
ら

出
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
車
道
を

囲
む
よ
う
に
歩
道
が
設
け

ら
れ
、
ま
た
、
駐
輪
場
の

工
事
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
約
3
0
0
台
が
駐
輪

で
き
る
予
定
で
す
。

概
要

所
管
事
務
調
査

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区
整
備
事
業
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
道
の
認
定
と
変
更

　　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
地
区
の

整
備
に
お
い
て
、
道
路
整

備
が
完
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
道
路
を
市
道
路
線
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
道
路
線
の
認

定
に
伴
い
、
重
複
す
る

「
路
線
番
号
８
１
６
７

号
」
、
「
路
線
番
号
８
１

７
１
号
」
、
「
路
線
番
号

８
９
０
４
号
」
の
起
点
終

点
の
位
置
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
該
当
箇
所
を
現

地
に
て
確
認
し
ま
し
た
。

概
要

市
道
路
線
の
認
定
と
変
更

業
務
の
効
率
化
等
に
よ
り
利
益
の
確
保
に
努
め

　
　
　
管
路
の
更
新
　
給
水
区
域
の
拡
張
を
進
め
て
い
る

　
上
水
道
事
業
会
計
の
剰

余
金
の
今
後
の
使
途
と
決

算
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

経
営
指
標
の
推

移
の
説
明
と
、

水
道
事
業
の
状
況
、
課
題

も
含
め
た
総
括
は
。

経
営
指
標
の
推

移
は
、
経
常
収

支
比
率
、
料
金
回
収
比
率

と
も
1
0
0
％
を
超
え
良

好
な
経
営
で
あ
る
。
近
年

の
決
算
は
黒
字
が
継
続
し

て
い
る
。
今
後
、
人
口
減

少
社
会
の
到
来
、
多
額
の

借
入
金
の
返
済
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
、

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
が
増
す
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
、
改
正

水
道
法
の
基
本
理
念
に
沿

い
、
老
朽
管
の
計
画
的
な

更
新
や
施
設
の
適
正
配
置

の
検
討
、
料
金
収
入
の
確

保
や
運
営
コ
ス
ト
の
削
減

な
ど
、
事
業
の
効
率
化
に

努
め
、
予
期
せ
ぬ
事
態
の

発
生
時
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
中
長
期
的

な
視
野
に
よ
る
経
営
基
盤

の
強
化
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
と
も
水
道

事
業
の
安
全
で
安
心
な
水

を
安
定
的
に
供
給
し
て
い

き
た
い
。

概
要

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

建設環境常任委員会

全員一致

可決及び

認定

効
率
的
な
施
設
の
整
備
と

　
　
　
　
　
　
　
　
水
洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
る

　
　
　

　
下
水
道
事
業
会
計
の
剰

余
金
の
今
後
の
使
途
と
決

算
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

下
水
道
を
整
備

す
る
際
に
、
地

域
住
民
に
き
ち
ん
と
説
明

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

工
事
に
際
し
て

は
、
事
前
に
、

区
長
及
び
地
域
の
市
民
の

皆
様
に
、
チ
ラ
シ
の
配
付

に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

　
受
益
者
負
担
金
が
発
生

す
る
の
で
、
で
き
る
限
り

説
明
会
を
開
催
し
、
コ
ロ

ナ
の
状
況
で
無
理
な
場
合

は
、
個
別
に
伺
っ
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
の
返
還
金
の

具
体
的
な
説
明

を
。

三
つ
の
県
営
処

理
場
で
汚
水
処

理
を
行
っ
て
い
る
。
御
笠

川
那
珂
川
流
域
下
水
道
は

税
抜
、
２
３
４
５
万
５
９

５
０
円
、
宝
満
川
上
流
流

域
下
水
道
は
１
４
９
４
万

８
８
１
６
円
、
宝
満
川
流

域
下
水
道
は
２
５
５
６
万

４
５
３
０
円
が
黒
字
分
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
返
還

さ
れ
、
宝
満
川
上
流
流
域

構
成
市
町
が
負
担
す
る
建

設
負
担
金
資
産
減
耗
相
当

分
を
精
算
し
、
計
６
３
３

９
万
２
３
０
３
円
が
筑
紫

野
市
の
収
支
額
と
な
っ
て

い
る
。

概
要

令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

執
行
部

議
員

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

供給単価

給水原価

差

２１３.４円

２００.５円

１２.９円

※数値は１㎥あたり

【水道の供給単価と給水原価】

収　入

支　出

純利益

１９億７７５０万円

１７億１９８９万円

２億５７６１万円

【水道事業の損益（抜粋）】

使用料単価

汚水処理原価

差

１７２.７１円

１５８.３３円

１４.３８円

※数値は１㎥あたり

【下水道の汚水処理原価】

収　入

支　出

純利益

２２億１９１３万円

１９億２５９２万円

２億９３２１万円

【下水道事業の損益（抜粋）】
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日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/1 2 3

4 6 7 8 9 10

11

5

12 13 14 15 16 17

※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・12月定例会の請願・陳情の受付は11月22日（火曜日）正午までです。

①子ども達の健全な成長とまちづくりについて
■ 西村　和子　議員

①気候危機と脱炭素社会に向けた取組について
■ 八尋　一男　議員

筑
紫
野
市
政
の

　こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

平等寺エヒメアヤメ
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、市政について１１人の議員が２０題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①ペットボトルリサイクル促進・削減について
②藤田市長4期目について

■ 山本　加奈子　議員

①子どものネット依存について
②軽自動車の納税証明書のデジタル化について

■ 坂口　勝彦　議員

①周産期のグリーフケアについて
②帯状疱疹ワクチンの予防接種について

■ 宮﨑　吉弘　議員

①本市におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進について
②コロナ禍における帯状疱疹について
③市営プール・河川プールの整備と学校プールについて

■ 前田　倫宏　議員

①市内河川改修工事の状況について
②子育て世代包括支援センターについて

■ 波多江　祐介　議員

①筑紫野市政の喫緊の課題と運営について
■ 上村　和男　議員

①自転車の交通事故対策を強化すべき
■ 白石　卓也　議員

①ＩＴを活用した子育て支援、産後ケア事業の導入について
②高齢者等の買い物弱者対策について

■ 段下　季一郎　議員

①新型コロナウイルス感染症患者の全数把握の見直しについて
②ドローンの活用について
③２０２２年全国学力テストについて

■ 田中　允　議員

・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の
　選任について　　白石　誠氏

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和４年 12月定例会

人事案件・・・・ １件（同意）

・教育予算の拡充等を求める意見書について

発　　議・・・・ １件（原案可決）

・市有地払い下げに関する陳情

陳　　情・・・・ １件

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

９月定例会 審議結果（９月２日～９月28日）

条　　例・・・・ ５件（原案可決）

補正予算・・・・ ５件（原案可決）

・教育予算の拡充等に関する請願

請　　願・・・・ １件（採択）

・市道路線の認定について
・市道路線の変更について
・字の区域の変更について

報　　告・・・・ ３件

そ の 他・・・・３件（原案可決）

１３件（認定）決　　算・・・

２件（承認）専決処分・・・・
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日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/1 2 3

4 6 7 8 9 10

11

5

12 13 14 15 16 17

※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開会します。
・12月定例会の請願・陳情の受付は11月22日（火曜日）正午までです。

①子ども達の健全な成長とまちづくりについて
■ 西村　和子　議員

①気候危機と脱炭素社会に向けた取組について
■ 八尋　一男　議員

筑
紫
野
市
政
の

　こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

平等寺エヒメアヤメ
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、市政について１１人の議員が２０題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①ペットボトルリサイクル促進・削減について
②藤田市長4期目について

■ 山本　加奈子　議員

①子どものネット依存について
②軽自動車の納税証明書のデジタル化について

■ 坂口　勝彦　議員

①周産期のグリーフケアについて
②帯状疱疹ワクチンの予防接種について

■ 宮﨑　吉弘　議員

①本市におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進について
②コロナ禍における帯状疱疹について
③市営プール・河川プールの整備と学校プールについて

■ 前田　倫宏　議員

①市内河川改修工事の状況について
②子育て世代包括支援センターについて

■ 波多江　祐介　議員

①筑紫野市政の喫緊の課題と運営について
■ 上村　和男　議員

①自転車の交通事故対策を強化すべき
■ 白石　卓也　議員

①ＩＴを活用した子育て支援、産後ケア事業の導入について
②高齢者等の買い物弱者対策について

■ 段下　季一郎　議員

①新型コロナウイルス感染症患者の全数把握の見直しについて
②ドローンの活用について
③２０２２年全国学力テストについて

■ 田中　允　議員

・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の
　選任について　　白石　誠氏

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和４年 12月定例会

人事案件・・・・ １件（同意）

・教育予算の拡充等を求める意見書について

発　　議・・・・ １件（原案可決）

・市有地払い下げに関する陳情

陳　　情・・・・ １件

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

９月定例会 審議結果（９月２日～９月28日）

条　　例・・・・ ５件（原案可決）

補正予算・・・・ ５件（原案可決）

・教育予算の拡充等に関する請願

請　　願・・・・ １件（採択）

・市道路線の認定について
・市道路線の変更について
・字の区域の変更について

報　　告・・・・ ３件

そ の 他・・・・３件（原案可決）

１３件（認定）決　　算・・・

２件（承認）専決処分・・・・
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白石 卓也
（市民会議）

坂口 勝彦
（公明党）

議
員
　
市
役
所
の
窓
口
で

申
請
が
必
要
な
も
の
の
一

つ
に
、
軽
自
動
車
の
納
税

証
明
書
が
あ
る
。
こ
の
証

明
書
は
車
検
時
に
必
要
に

な
る
書
類
だ
が
、
依
頼
者

か
ら
あ
ま
り
手
渡
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
車
検
業
者

が
代
理
で
市
役
所
に
行
き
、

申
請
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。
小
規
模
の

自
動
車
整
備
工
場
や
車
検

業
者
等
で
は
、
そ
の
間
、

事
務
所
で
電
話
対
応
や
受

注
に
も
支
障
き
た
す
こ
と

が
あ
り
、
負
担
に
な
っ
て

い
る
。

　
不
正
に
利
用
さ
れ
に
く

い
代
理
申
請
が
認
め
ら
れ

た
書
類
で
あ
れ
ば
申
請
、

受
理
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
完
結
し
て
も
よ
い

の
で
は
。

市
民
生
活
部
長
　
継
続
検

査
時
に
軽
自
動
車
検
査
協

会
で
電
子
的
に
納
税
確
認

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
軽

Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ク

ス
）
」
が
、
令
和
５
年
１

月
か
ら
全
国
一
斉
に
稼
働

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
も
連
携
に
向
け
て
納
税

シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
一
斉

稼
働
に
向
け
て
十
分
な
試

験
や
検
証
作
業
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依

存
の
取
り
組
み
は

議
員
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
が
社
会
に
広
く
普
及

す
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
過
ぎ
で
健
康
や

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

「
ネ
ッ
ト
依
存
」
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
依
存
に
よ

っ
て
起
こ
る
問
題
は
多
岐

に
わ
た
り
、
最
も
ケ
ー
ス

が
多
い
の
は
、
ゲ
ー
ム
へ

の
依
存
で
Ｗ
Ｈ
О
が
２
０

１
９
年
５
月
に
「
ゲ
ー
ム

障
害
」
を
疾
病
と
し
て
認

定
し
た
。
ま
た
、
最
も
依

存
に
陥
り
や
す
い
条
件
は
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ア
ク

セ
ス
で
き
る
環
境
が
あ
る

こ
と
と
早
い
年
齢
か
ら
そ

の
対
象
に
触
れ
る
こ
と
。

依
存
に
限
ら
ず
、
い
じ
め

や
個
人
情
報
流
出
な
ど
、

負
の
問
題
に
向
け
た
教
育

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制

の
整
備
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
児
童
・
生
徒
の
ネ
ッ

ト
依
存
の
認
識
は
。
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長
　
健
全
な
心
身

の
育
成
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
認
識
し
、
ネ
ッ

ト
依
存
の
予
防
対
策
が
肝

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
情
報
モ
ラ
ル
に
関

す
る
指
導
の
更
な
る
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
自
治
体
に
よ
っ
て

は
独
自
に
ル
ー
ル
を
作
成

し
て
い
る
。
予
防
啓
発
の

周
知
と
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
筑
紫
野

ル
ー
ル
」
を
策
定
し
て
は
。

教
育
部
長
　
「
筑
紫
野
ル

ー
ル
」
の
策
定
は
考
え
て

い
な
い
が
、
福
岡
県
及
び

警
察
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
、
予
防
啓
発

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

藤
田
市
長
４
期
目

議
員
　
第
六
次
総
合
計
画

を
遂
行
す
る
中
で
の
課
題

と
、
市
の
発
展
の
為
に
今

後
、
必
要
な
取
り
組
み
は
。

市
長
　
市
制
施
行
当
初
４

万
千
人
か
ら
10
万
６
千
人

を
超
え
人
口
増
が
顕
著
に

み
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
の

要
因
は
交
通
の
利
便
性
・

自
然
と
街
と
の
共
生
都
市

と
し
て
先
人
が
進
め
て
こ

ら
れ
た
施
策
が
実
っ
た
所

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

 

少
子
高
齢
化
社
会
は
今

後
も
続
い
て
参
り
ま
す
。

子
ど
も
達
が
今
の
難
局
を

乗
り
越
え
暮
ら
し
て
い
け

る
大
人
に
な
る
事
が
出
来

る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
教

育
長
を
中
心
に
知
育
・
徳

育
・
体
育
を
基
本
と
し
教

育
現
場
が
し
っ
か
り
進
め

ら
れ
て
い
く
事
が
重
要
な

事
で
す
。
同
時
に
教
育
現

場
の
環
境
は
日
々
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
筑
紫
小
学
校

区
は
開
発
が
進
み
校
舎
が

足
ら
ず
、
８
ク
ラ
ス
増
設

す
る
工
事
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
次
は
二
日
市
小
、

二
日
市
東
小
も
足
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
に
教
室
を
ど
の

位
建
て
る
か
、
懸
命
に
足

を
運
び
思
案
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育

つ
施
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。
必
ず
や
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
地
域
の
サ
ロ
ン
等
を
通

じ
て
広
げ
て
い
っ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
心
が
通
う
笑

顔
が
溢
れ
る
真
の
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
旧
庁
舎
跡
地
は
、
丸
４

年
そ
の
ま
ま
で
、
色
々
思

案
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
災
害
が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
解
体

を
し
て
、
市
民
が
憩
い
喜

ぶ
環
境
作
り
を
始
終
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
二
日
市
の
中
心
部
に
位

置
し
市
の
発
展
に
貢
献
し

た
施
設
な
の
で
、
議
会
と

も
よ
く
協
議
し
な
が
ら
建

設
に
つ
い
て
は
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
に
は
豊
富
な
資
源
が

ま
だ
ま
だ
ご
ざ
い
ま
す
。

何
よ
り
も
人
。
市
民
が
、

「
も
や
い
」
の
気
持
ち
で

助
け
合
い
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
輝
く
事
が
出
来
る

場
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も

全
力
で
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

現
在
の
私
の
気
持
ち
を
披

歴
し
て
答
弁
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減

議
員
　
公
共
施
設
に
ウ
ォ

ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
設
置
や

マ
イ
ボ
ト
ル
協
力
店
募
集

等
を
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
先
進
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
マ

イ
ボ
ト
ル
推
進
策
の
検
討

に
着
手
し
た
い
。

議
員
　
小
学
校
で
の
農
業

の
学
習
は
、
農
家
の
方
に

直
接
お
話
を
伺
う
と
真
剣

に
聞
き
質
問
も
多
い
と
聞

く
。
こ
れ
は
地
域
へ
の
愛

着
、
本
市
へ
の
愛
着
を
感

じ
る
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も

の
な
の
で
は
な
い
か
。
農

家
を
訪
問
し
て
の
見
学
や

農
業
者
と
の
交
流
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
今
後
も
、
各

小
学
校
の
地
域
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
農
業
体
験
も

含
め
た
学
習
内
容
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
学
校
給
食
に
市
内

の
農
産
物
を
更
に
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
地
元
の
農
産

物
を
積
極
的
に
使
用
す
る

た
め
、
年
間
の
収
穫
予
定

量
を
基
に
献
立
を
作
成
し

て
い
る
。

議
員
　
ま
ち
の
外
に
出
た

若
者
た
ち
が
ふ
る
さ
と
に

戻
ろ
う
と
思
う
大
き
な
要

因
の
一
つ
は
、
地
域
の
お

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
い

町
だ
と
講
演
で
伺
っ
た
。

本
市
の
、
成
長
し
た
子
ど

も
た
ち
が
本
市
に
戻
り
た

い
と
思
え
る
施
策
は
。

教
育
部
長
　
幼
少
期
か
ら

様
々
な
経
験
を
重
ね
、
本

市
の
魅
力
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
。
あ
わ

せ
て
、
第
六
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
青
少
年
の
健

全
育
成
」
「
地
域
に
活
力

を
も
た
ら
す
産
業
・
雇
用

の
創
出
」
、
「
市
街
地
の

形
成
」
、
「
子
育
て
支
援

の
推
進
」
等
の
施
策
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
効
率
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員
　
地
球
温
暖
化
防
止

は
世
界
中
の
課
題
で
あ
る
。

第
六
次
総
合
計
画
に
対
し

廃
棄
物
減
量
化
の
進
捗
と

今
後
の
取
組
み
は
。

　
肥
料
の
地
産
地
消
の
た

め
に
生
ご
み
分
離
で
循
環

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本

市
の
見
解
は
。

　
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
が
２
０
１
３
年
比

26
％
か
ら
46
％
に
引
上
げ

ら
れ
た
が
、
そ
の
取
り
組

み
は
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
２

０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
表
明
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
一
般
廃

棄
物
の
排
出
量
は
、
第
六

次
総
合
計
画
に
対
し
計
画

を
上
回
る
成
果
で
あ
る
。

今
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
生
ご
み
分
離
の
実
現
に

は
、
費
用
面
等
の
課
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

は
、
第
三
次
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
表
明
は
、
そ
の
計
画
の

進
捗
状
況
等
を
見
な
が
ら

判
断
し
て
い
く
。

　
い
ず
れ
も
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

に
あ
た
り
、
生
ご
み
の
分

離
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
ご
み

の
減
量
策
、
省
エ
ネ
推
進

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
市
民
や
事
業
者

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
も
、
行

動
変
容
の
た
め
の
啓
発
を

継
続
し
て
い
く
。

議
員
　
密
を
回
避
す
る
た

め
自
転
車
の
利
用
が
活
性

化
す
る
中
で
、
交
通
ル
ー

ル
の
徹
底
が
進
ん
で
い
な

い
。
自
転
車
の
対
人
事
故

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

小
中
学
生
・
高
齢
者
の
自

転
車
に
関
す
る
指
導
が
重

要
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長
　
小
中
学
生
の

自
転
車
に
関
す
る
指
導

は
、
小
学
４
年
生
と
中
学

生
を
対
象
に
交
通
安
全
教

室
を
実
施
し
て
い
る
。
高

齢
者
に
も
、
安
全
運
転
の

励
行
を
交
通
安
全
運
動
の

重
点
目
標
と
し
て
、
警
察

や
関
係
機
関
と
連
携
し
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
登
校
見
守
り
時

「
ひ
ゃ
っ
と
」
を
度
々
感

じ
る
、
信
号
を
無
視
す
る
、

猛
ス
ピ
ー
ド
で
歩
行
者

の
真
横
を
通
過
、
交
差

点
内
を
縦
横
無
尽
に
走

る
自
転
車
、
あ
る
時
は

「
歩
行
者
」
あ
る
と
き
は

「
車
両
」
と
都
合
よ
く
理

解
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
現
状
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
啓
発
、
教
育
、

取
締
り
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、

見
解
は
。

総
務
部
長
　
警
察
と
連
携

し
た
取
り
締
ま
り
強
化

は
、
市
民
か
ら
の
通
報
な

ど
に
基
づ
き
、
取
締
り
対

象
の
地
域
や
時
間
帯
を
要

請
し
て
い
る
。

西村 和子
（市民会議）

八尋 一男
（つくし野）

山本 加奈子
（公明党）

市
の
発
展
の
た
め

　
　
　今
後
必
要
な
取
り
組
み
は

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

　
　
　
　
　
　
施
策
を
続
け
て
い
く

子
ど
も
達
が
戻
り
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　思
え
る
施
策
を

本
市
の
魅
力
を
実
感
し
て

　
　
　
　
　
　
も
ら
う
こ
と
が
大
切

自
転
車
の

　
　交
通
事
故
対
策
強
化
す
べ
き

小
中
学
生
へ
の
安
全
教
室
や
高
齢
者
に
も
啓
発
を

　
　 

実
施
し
、警
察
に
取
締
り
を
要
請
し
て
い
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
は

計
画
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
断
す
る

軽
自
動
車
納
税
証
明
書
の

　
　
　
　
　
　
　デ
ジ
タ
ル
化
を

納
税
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
て
い
る

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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白石 卓也
（市民会議）

坂口 勝彦
（公明党）

議
員
　
市
役
所
の
窓
口
で

申
請
が
必
要
な
も
の
の
一

つ
に
、
軽
自
動
車
の
納
税

証
明
書
が
あ
る
。
こ
の
証

明
書
は
車
検
時
に
必
要
に

な
る
書
類
だ
が
、
依
頼
者

か
ら
あ
ま
り
手
渡
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
車
検
業
者

が
代
理
で
市
役
所
に
行
き
、

申
請
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。
小
規
模
の

自
動
車
整
備
工
場
や
車
検

業
者
等
で
は
、
そ
の
間
、

事
務
所
で
電
話
対
応
や
受

注
に
も
支
障
き
た
す
こ
と

が
あ
り
、
負
担
に
な
っ
て

い
る
。

　
不
正
に
利
用
さ
れ
に
く

い
代
理
申
請
が
認
め
ら
れ

た
書
類
で
あ
れ
ば
申
請
、

受
理
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
完
結
し
て
も
よ
い

の
で
は
。

市
民
生
活
部
長
　
継
続
検

査
時
に
軽
自
動
車
検
査
協

会
で
電
子
的
に
納
税
確
認

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
軽

Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ク

ス
）
」
が
、
令
和
５
年
１

月
か
ら
全
国
一
斉
に
稼
働

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
も
連
携
に
向
け
て
納
税

シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
一
斉

稼
働
に
向
け
て
十
分
な
試

験
や
検
証
作
業
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依

存
の
取
り
組
み
は

議
員
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
が
社
会
に
広
く
普
及

す
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
過
ぎ
で
健
康
や

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

「
ネ
ッ
ト
依
存
」
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
依
存
に
よ

っ
て
起
こ
る
問
題
は
多
岐

に
わ
た
り
、
最
も
ケ
ー
ス

が
多
い
の
は
、
ゲ
ー
ム
へ

の
依
存
で
Ｗ
Ｈ
О
が
２
０

１
９
年
５
月
に
「
ゲ
ー
ム

障
害
」
を
疾
病
と
し
て
認

定
し
た
。
ま
た
、
最
も
依

存
に
陥
り
や
す
い
条
件
は
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ア
ク

セ
ス
で
き
る
環
境
が
あ
る

こ
と
と
早
い
年
齢
か
ら
そ

の
対
象
に
触
れ
る
こ
と
。

依
存
に
限
ら
ず
、
い
じ
め

や
個
人
情
報
流
出
な
ど
、

負
の
問
題
に
向
け
た
教
育

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制

の
整
備
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
児
童
・
生
徒
の
ネ
ッ

ト
依
存
の
認
識
は
。
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長
　
健
全
な
心
身

の
育
成
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
認
識
し
、
ネ
ッ

ト
依
存
の
予
防
対
策
が
肝

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
情
報
モ
ラ
ル
に
関

す
る
指
導
の
更
な
る
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
自
治
体
に
よ
っ
て

は
独
自
に
ル
ー
ル
を
作
成

し
て
い
る
。
予
防
啓
発
の

周
知
と
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
筑
紫
野

ル
ー
ル
」
を
策
定
し
て
は
。

教
育
部
長
　
「
筑
紫
野
ル

ー
ル
」
の
策
定
は
考
え
て

い
な
い
が
、
福
岡
県
及
び

警
察
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
、
予
防
啓
発

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

藤
田
市
長
４
期
目

議
員
　
第
六
次
総
合
計
画

を
遂
行
す
る
中
で
の
課
題

と
、
市
の
発
展
の
為
に
今

後
、
必
要
な
取
り
組
み
は
。

市
長
　
市
制
施
行
当
初
４

万
千
人
か
ら
10
万
６
千
人

を
超
え
人
口
増
が
顕
著
に

み
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
の

要
因
は
交
通
の
利
便
性
・

自
然
と
街
と
の
共
生
都
市

と
し
て
先
人
が
進
め
て
こ

ら
れ
た
施
策
が
実
っ
た
所

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

 

少
子
高
齢
化
社
会
は
今

後
も
続
い
て
参
り
ま
す
。

子
ど
も
達
が
今
の
難
局
を

乗
り
越
え
暮
ら
し
て
い
け

る
大
人
に
な
る
事
が
出
来

る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
教

育
長
を
中
心
に
知
育
・
徳

育
・
体
育
を
基
本
と
し
教

育
現
場
が
し
っ
か
り
進
め

ら
れ
て
い
く
事
が
重
要
な

事
で
す
。
同
時
に
教
育
現

場
の
環
境
は
日
々
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
筑
紫
小
学
校

区
は
開
発
が
進
み
校
舎
が

足
ら
ず
、
８
ク
ラ
ス
増
設

す
る
工
事
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
次
は
二
日
市
小
、

二
日
市
東
小
も
足
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
に
教
室
を
ど
の

位
建
て
る
か
、
懸
命
に
足

を
運
び
思
案
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育

つ
施
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。
必
ず
や
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
地
域
の
サ
ロ
ン
等
を
通

じ
て
広
げ
て
い
っ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
心
が
通
う
笑

顔
が
溢
れ
る
真
の
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
旧
庁
舎
跡
地
は
、
丸
４

年
そ
の
ま
ま
で
、
色
々
思

案
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
災
害
が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
解
体

を
し
て
、
市
民
が
憩
い
喜

ぶ
環
境
作
り
を
始
終
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
二
日
市
の
中
心
部
に
位

置
し
市
の
発
展
に
貢
献
し

た
施
設
な
の
で
、
議
会
と

も
よ
く
協
議
し
な
が
ら
建

設
に
つ
い
て
は
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
に
は
豊
富
な
資
源
が

ま
だ
ま
だ
ご
ざ
い
ま
す
。

何
よ
り
も
人
。
市
民
が
、

「
も
や
い
」
の
気
持
ち
で

助
け
合
い
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
輝
く
事
が
出
来
る

場
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も

全
力
で
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

現
在
の
私
の
気
持
ち
を
披

歴
し
て
答
弁
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減

議
員
　
公
共
施
設
に
ウ
ォ

ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
設
置
や

マ
イ
ボ
ト
ル
協
力
店
募
集

等
を
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
先
進
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
マ

イ
ボ
ト
ル
推
進
策
の
検
討

に
着
手
し
た
い
。

議
員
　
小
学
校
で
の
農
業

の
学
習
は
、
農
家
の
方
に

直
接
お
話
を
伺
う
と
真
剣

に
聞
き
質
問
も
多
い
と
聞

く
。
こ
れ
は
地
域
へ
の
愛

着
、
本
市
へ
の
愛
着
を
感

じ
る
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も

の
な
の
で
は
な
い
か
。
農

家
を
訪
問
し
て
の
見
学
や

農
業
者
と
の
交
流
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
今
後
も
、
各

小
学
校
の
地
域
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
農
業
体
験
も

含
め
た
学
習
内
容
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
学
校
給
食
に
市
内

の
農
産
物
を
更
に
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
地
元
の
農
産

物
を
積
極
的
に
使
用
す
る

た
め
、
年
間
の
収
穫
予
定

量
を
基
に
献
立
を
作
成
し

て
い
る
。

議
員
　
ま
ち
の
外
に
出
た

若
者
た
ち
が
ふ
る
さ
と
に

戻
ろ
う
と
思
う
大
き
な
要

因
の
一
つ
は
、
地
域
の
お

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
い

町
だ
と
講
演
で
伺
っ
た
。

本
市
の
、
成
長
し
た
子
ど

も
た
ち
が
本
市
に
戻
り
た

い
と
思
え
る
施
策
は
。

教
育
部
長
　
幼
少
期
か
ら

様
々
な
経
験
を
重
ね
、
本

市
の
魅
力
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
。
あ
わ

せ
て
、
第
六
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
青
少
年
の
健

全
育
成
」
「
地
域
に
活
力

を
も
た
ら
す
産
業
・
雇
用

の
創
出
」
、
「
市
街
地
の

形
成
」
、
「
子
育
て
支
援

の
推
進
」
等
の
施
策
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
効
率
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員
　
地
球
温
暖
化
防
止

は
世
界
中
の
課
題
で
あ
る
。

第
六
次
総
合
計
画
に
対
し

廃
棄
物
減
量
化
の
進
捗
と

今
後
の
取
組
み
は
。

　
肥
料
の
地
産
地
消
の
た

め
に
生
ご
み
分
離
で
循
環

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本

市
の
見
解
は
。

　
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
が
２
０
１
３
年
比

26
％
か
ら
46
％
に
引
上
げ

ら
れ
た
が
、
そ
の
取
り
組

み
は
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
２

０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
表
明
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
一
般
廃

棄
物
の
排
出
量
は
、
第
六

次
総
合
計
画
に
対
し
計
画

を
上
回
る
成
果
で
あ
る
。

今
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
生
ご
み
分
離
の
実
現
に

は
、
費
用
面
等
の
課
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

は
、
第
三
次
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
表
明
は
、
そ
の
計
画
の

進
捗
状
況
等
を
見
な
が
ら

判
断
し
て
い
く
。

　
い
ず
れ
も
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

に
あ
た
り
、
生
ご
み
の
分

離
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
ご
み

の
減
量
策
、
省
エ
ネ
推
進

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
市
民
や
事
業
者

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
も
、
行

動
変
容
の
た
め
の
啓
発
を

継
続
し
て
い
く
。

議
員
　
密
を
回
避
す
る
た

め
自
転
車
の
利
用
が
活
性

化
す
る
中
で
、
交
通
ル
ー

ル
の
徹
底
が
進
ん
で
い
な

い
。
自
転
車
の
対
人
事
故

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

小
中
学
生
・
高
齢
者
の
自

転
車
に
関
す
る
指
導
が
重

要
で
あ
る
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長
　
小
中
学
生
の

自
転
車
に
関
す
る
指
導

は
、
小
学
４
年
生
と
中
学

生
を
対
象
に
交
通
安
全
教

室
を
実
施
し
て
い
る
。
高

齢
者
に
も
、
安
全
運
転
の

励
行
を
交
通
安
全
運
動
の

重
点
目
標
と
し
て
、
警
察

や
関
係
機
関
と
連
携
し
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
登
校
見
守
り
時

「
ひ
ゃ
っ
と
」
を
度
々
感

じ
る
、
信
号
を
無
視
す
る
、

猛
ス
ピ
ー
ド
で
歩
行
者

の
真
横
を
通
過
、
交
差

点
内
を
縦
横
無
尽
に
走

る
自
転
車
、
あ
る
時
は

「
歩
行
者
」
あ
る
と
き
は

「
車
両
」
と
都
合
よ
く
理

解
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
現
状
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
啓
発
、
教
育
、

取
締
り
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、

見
解
は
。

総
務
部
長
　
警
察
と
連
携

し
た
取
り
締
ま
り
強
化

は
、
市
民
か
ら
の
通
報
な

ど
に
基
づ
き
、
取
締
り
対

象
の
地
域
や
時
間
帯
を
要

請
し
て
い
る
。

西村 和子
（市民会議）

八尋 一男
（つくし野）

山本 加奈子
（公明党）

市
の
発
展
の
た
め

　
　
　今
後
必
要
な
取
り
組
み
は

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

　
　
　
　
　
　
施
策
を
続
け
て
い
く

子
ど
も
達
が
戻
り
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　思
え
る
施
策
を

本
市
の
魅
力
を
実
感
し
て

　
　
　
　
　
　
も
ら
う
こ
と
が
大
切

自
転
車
の

　
　交
通
事
故
対
策
強
化
す
べ
き

小
中
学
生
へ
の
安
全
教
室
や
高
齢
者
に
も
啓
発
を

　
　 

実
施
し
、警
察
に
取
締
り
を
要
請
し
て
い
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
は

計
画
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
断
す
る

軽
自
動
車
納
税
証
明
書
の

　
　
　
　
　
　
　デ
ジ
タ
ル
化
を

納
税
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
て
い
る

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

波多江 祐介
（つくし野）

議
員
　
県
道
１
１
２
号
、

通
称
３
８
６
号
線
と
呼
ん

で
お
り
、
甘
木
方
面
に
向

か
っ
て
、
宝
満
川
と
交
差

し
た
位
置
。
実
は
こ
の
工

事
の
説
明
を
受
け
て
、
着

工
し
、
15
年
は
優
に
経
過

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

完
成
が
見
え
な
い
。
私
は

最
善
を
尽
く
す
た
め
、
計

画
段
階
で
の
説
明
会
の
案

内
や
、
仮
設
事
務
所
の
用

地
協
力
の
お
願
い
な
ど
、

地
元
農
業
従
事
者
の
一
人

と
し
て
も
、
工
事
が
順
調

に
進
む
よ
う
に
取
組
ん
で

き
た
が
、
２
０
１
８
年
、

大
雨
で
護
岸
も
削
ら
れ
、

仮
置
き
の
大
型
土
嚢
も
流

さ
れ
た
。
ま
た
、
隣
接
す

る
、
酪
農
の
牛
舎
も
浸
水

し
、
現
場
を
見
る
と
、
牛

が
頭
だ
け
出
し
て
い
る
状

況
で
、
大
変
な
被
害
。
翌

年
７
月
、
既
存
の
堰
が
基

礎
か
ら
押
し
流
さ
れ
、
破

壊
さ
れ
た
。
県
土
木
事
務

所
に
伺
い
、
確
認
す
る
と
、

「
上
流
に
堰
を
設
置
し
て

い
る
途
中
な
の
で
待
っ
て

欲
し
い
」
と
、
工
期
に
関

し
て
時
期
は
不
明
と
の
回

答
。
工
期
が
明
確
で
あ
れ

ば
、
減
反
農
地
や
作
付
け

の
変
更
、
応
急
的
な
ポ
ン

プ
の
稼
動
も
不
要
と
な
る
。

対
岸
で
は
、
農
道
の
陥
没

や
、
浸
水
に
よ
り
、
新
聞

配
達
員
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
る
悲
し
い
事
故
ま

で
発
生
し
た
。
局
地
的
豪

雨
が
発
生
す
る
昨
今
完
成

を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
設
部
長
　
宝
満
川
の
河

川
改
修
工
事
に
併
せ
て
取

水
堰
改
修
も
同
時
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て

も
農
業
振
興
を
図
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
役
割
り
を

担
う
重
要
な
事
業
と
認
識

し
て
い
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支

援
は

議
員
　
新
庁
舎
の
開
庁
と

同
時
に
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
２
年
半
が
経
過
し
た
。

相
談
件
数
は
前
年
度
の
２
．

７
倍
。
設
置
の
効
果
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
相
談
業
務
の

継
続
に
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
き
た
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
家
庭
及

び
妊
産
婦
を
対
象
と
し
た

一
体
的
な
支
援
の
提
供
や
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
配
置
で
、

産
後
か
ら
で
は
な
く
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
幅

広
い
支
援
の
展
開
が
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士

は
地
域
に
出
向
き
、
地
域

子
育
て
サ
ロ
ン
や
応
援
者

の
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
業
務
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
予
約
制
で
個
別
対
応

へ
変
更
し
、
今
後
も
状
況

に
応
じ
た
対
策
を
図
り
な

が
ら
業
務
継
続
に
努
め
る
。

議
員
　
産
後
ケ
ア
事
業
と

は
助
産
師
な
ど
の
専
門
職

に
よ
る
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
病
院

や
助
産
所
で
の
宿
泊
型
と

日
中
に
通
う
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
」
、
助
産
師
が
自

宅
に
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
型
の
３
種
類
が
あ
る
。

　
市
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
乳
児
全
戸
訪

問
等
の
場
に
お
い
て
取
得

し
た
産
後
う
つ
病
に
対
す

る
検
査
で
だ
い
た
い
毎
年

約
50
名
程
度
の
方
が
産
後

う
つ
傾
向
で
あ
る
。

　
市
の
調
査
に
よ
る
と
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
希

望
す
る
割
合
は
約
６
割
で

あ
る
。

　
厚
労
省
に
よ
る
と
、
産

後
ケ
ア
事
業
を
実
施
す
る

自
治
体
は
、
２
０
２
０
年

度
に
全
国
の
市
町
村
の
７

割
近
い
１
１
０
０
自
治
体

を
超
え
て
い
る
。

　
春
日
市
は
「
宿
泊
型
」

と
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
」
、

太
宰
府
市
は
「
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
型
」
、
大
野
城
市
は

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
、

小
郡
市
は
「
宿
泊
型
」
、

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
」
、

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
」

全
て
を
や
っ
て
い
る
。

　
事
業
の
実
施
は
、
緊
急

性
が
高
く
、
か
つ
実
施
は

必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

全
国
的
に
も
、
周
辺
市
で

も
導
入
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
宿
泊
型
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
べ
き

で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
近
隣
実
施
自
治

体
の
事
業
評
価
等
を
踏
ま

え
、
国
が
示
す
令
和
６
年

度
末
に
向
け
、
本
市
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し

て
い
く
。

高
齢
者
等
の
買
い
物

弱
者
対
策

議
員
　
高
齢
の
市
民
の
方

の
声
と
し
て
「
ス
ー
パ
ー

ま
で
遠
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
「
移
動
ス

ー
パ
ー
と
く
し
丸
」
の
取

り
組
み
が
あ
る
。

　
県
で
は
、
水
巻
町
、
直

方
市
、
鞍
手
町
、
粕
屋
郡

の
自
治
体
、
う
き
は
市
、

久
留
米
市
、
大
刀
洗
町
、

筑
後
市
、
八
女
市
、
広
川

町
、
太
宰
府
市
で
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　
商
店
も
少
な
い
、
山
口
、

御
笠
、
山
家
地
区
の
市
民

の
買
い
物
の
利
便
性
向
上

は
必
要
不
可
欠
で
「
移
動

販
売
車
の
導
入
支
援
を
す

べ
き
」
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
サ

ロ
ン
活
動
に
併
せ
た
移
動

販
売
、
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
で
は
、

買
い
物
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。
導
入
支
援
は
予
定

し
て
い
な
い
が
、
関
係
課

や
関
係
機
関
と
協
力
し
て

地
域
の
共
助
を
主
体
と
し

た
対
策
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
プ
ー
ル
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
づ

く
り
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
施
設
で
あ

る
。
筑
紫
地
区
５
市
（
太

宰
府
、
大
野
城
、
春
日
、

那
珂
川
）
の
中
で
、
本
市

の
み
市
営
プ
ー
ル
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
か

ら
期
待
と
関
心
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市

営
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
夏
の
期
間
に
お
け
る
公

園
で
の
遊
び
は
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
や
遊
具
な
ど
に

よ
る
火
傷
の
危
険
が
あ
り
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。
「
竜
岩
自
然
の

家
」
の
敷
地
内
で
川
遊
び

が
で
き
る
が
、
多
数
の
岩

が
あ
り
、
足
場
も
悪
く
怪

我
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

子
ど
も
達
が
安
全
に
遊
べ

る
よ
う
に
河
川
プ
ー
ル
等

の
整
備
を
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
部
長
　
市
営
プ
ー
ル

及
び
河
川
プ
ー
ル
の
整
備

は
、
現
時
点
で
は
、
厳
し

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
水
泳
授
業
に
関
し
、

老
朽
化
し
た
学
校
プ
ー
ル

の
改
修
等
は
行
わ
ず
、
市

営
プ
ー
ル
へ
の
集
約
や
民

間
プ
ー
ル
の
水
泳
指
導
に

切
り
替
え
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、
見
解
は
。

教
育
部
長
　
現
時
点
で
は

導
入
の
予
定
は
な
い
が
、

先
行
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
を

議
員
　
帯
状
疱
疹
は
、
子

ど
も
の
頃
に
感
染
す
る

「
水
ぼ
う
そ
う
」
と
同
じ

「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ

ル
ス
」
に
よ
っ
て
発
症
す

る
病
気
で
、
80
歳
ま
で
に

３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

50
歳
以
降
に
急
増
し
、
70

歳
代
に
発
症
率
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
が
国
内
外

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

予
防
の
１
つ
の
方
法
と
し

て
、
「
帯
状
疱
疹
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
が
あ
る
が
、

接
種
費
用
は
高
額
で
あ
る
。

太
宰
府
市
は
、
こ
の
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
、
市

民
か
ら
も
同
様
の
助
成
を

待
ち
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
帯

状
疱
疹
患
者
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
を
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
の

国
の
定
期
接
種
化
の
動
向

を
注
視
し
、
先
行
事
例
や

県
内
他
市
町
村
の
状
況
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
流
産
・
死
産
・
新

生
児
等
で
赤
ち
ゃ
ん
を
失

っ
た
母
親
の
悲
し
み
が
、

術
後
や
産
後
の
健
診
が
終

わ
る
と
医
療
機
関
の
支
援

か
ら
離
れ
て
し
ま
い
孤
立

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、

行
政
の
連
携
・
配
慮
不
足

か
ら
、
届
け
出
や
支
援
に

深
く
傷
つ
い
て
し
ま
う
こ

と
が
実
際
に
起
き
て
い
る
。

本
市
で
は
、
死
産
・
新
生

児
死
の
把
握
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
周
産
期
の
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
の
支
援
は
、
細

や
か
な
配
慮
・
ケ
ア
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

と
し
て
希
望
者
に
対
し
電

話
等
に
よ
る
相
談
や
情
報

提
供
体
制
の
整
備
等
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

の
拡
充
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
死
産
・

新
生
児
死
の
把
握
は
、
住

民
基
本
台
帳
を
確
認
す
る

他
、
産
科
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、

情
報
共
有
は
本
人
の
同
意

が
前
提
で
あ
る
た
め
、
さ

ら
に
き
め
細
や
か
な
配
慮

に
努
め
て
い
く
。

　
周
産
期
の
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
の
支
援
は
、
繊
細
な
内

容
を
含
む
た
め
、
細
や
か

な
配
慮
と
ケ
ア
が
必
要
と

捉
え
て
い
る
。
産
科
医
療

機
関
等
と
の
連
携
を
深
め

支
援
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
そ
の
機
関
の
他
、
ご

家
族
を
は
じ
め
と
す
る
そ

の
方
の
支
援
に
携
わ
る
方

や
、
県
及
び
本
庁
内
関
係

各
課
と
情
報
共
有
を
図
り
、

ご
家
族
の
状
況
に
応
じ
な

が
ら
、
子
ど
も
を
亡
く
さ

れ
た
ご
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

の
拡
充
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
利
用
で
き
る
制

度
や
支
援
の
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
は

議
員
　
近
年
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
罹
患
す
る

患
者
数
の
増
加
が
確
実
視

さ
れ
て
い
る
病
気
の
一
つ

に
帯
状
疱
疹
が
あ
る
。

　
加
齢
等
に
よ
り
発
症
リ

ス
ク
が
高
く
長
期
に
わ
た

り
激
痛
を
も
た
ら
す
。

　
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

用
の
助
成
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
定
期
接

種
と
は
異
な
り
、
有
効
性

や
安
全
性
を
踏
ま
え
て
、

個
人
の
判
断
に
よ
り
、
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
く
任

意
接
種
と
な
る
。
助
成

は
、
慎
重
な
判
断
が
必
要

と
捉
え
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
先
行

事
例
や
県
内
他
市
町
村
の

状
況
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

宮﨑 吉弘
（公明党）

宝
満
橋
付
近
の
取
水
堰
改
修
の

　
　
　
　完
成
を
急
ぐ
べ
き
で
は

県
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め

　
　
　
　
　
　
推
進
に
努
め
て
い
く

市
営
プ
ー
ル
及
び

　
　
　
　河
川
プ
ー
ル
の
整
備
を

現
時
点
で
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る

産
後
ケ
ア
事
業
の

　
　
　
　来
年
度
か
ら
の
実
施
を

令
和
６
年
度
末
に
向
け
本
市
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く

本
市
の
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

さ
ら
に
き
め
細
や
か
な

　
　
　
　
　
　
配
慮
に
努
め
て
い
く

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

せ
き
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

波多江 祐介
（つくし野）

議
員
　
県
道
１
１
２
号
、

通
称
３
８
６
号
線
と
呼
ん

で
お
り
、
甘
木
方
面
に
向

か
っ
て
、
宝
満
川
と
交
差

し
た
位
置
。
実
は
こ
の
工

事
の
説
明
を
受
け
て
、
着

工
し
、
15
年
は
優
に
経
過

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

完
成
が
見
え
な
い
。
私
は

最
善
を
尽
く
す
た
め
、
計

画
段
階
で
の
説
明
会
の
案

内
や
、
仮
設
事
務
所
の
用

地
協
力
の
お
願
い
な
ど
、

地
元
農
業
従
事
者
の
一
人

と
し
て
も
、
工
事
が
順
調

に
進
む
よ
う
に
取
組
ん
で

き
た
が
、
２
０
１
８
年
、

大
雨
で
護
岸
も
削
ら
れ
、

仮
置
き
の
大
型
土
嚢
も
流

さ
れ
た
。
ま
た
、
隣
接
す

る
、
酪
農
の
牛
舎
も
浸
水

し
、
現
場
を
見
る
と
、
牛

が
頭
だ
け
出
し
て
い
る
状

況
で
、
大
変
な
被
害
。
翌

年
７
月
、
既
存
の
堰
が
基

礎
か
ら
押
し
流
さ
れ
、
破

壊
さ
れ
た
。
県
土
木
事
務

所
に
伺
い
、
確
認
す
る
と
、

「
上
流
に
堰
を
設
置
し
て

い
る
途
中
な
の
で
待
っ
て

欲
し
い
」
と
、
工
期
に
関

し
て
時
期
は
不
明
と
の
回

答
。
工
期
が
明
確
で
あ
れ

ば
、
減
反
農
地
や
作
付
け

の
変
更
、
応
急
的
な
ポ
ン

プ
の
稼
動
も
不
要
と
な
る
。

対
岸
で
は
、
農
道
の
陥
没

や
、
浸
水
に
よ
り
、
新
聞

配
達
員
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
る
悲
し
い
事
故
ま

で
発
生
し
た
。
局
地
的
豪

雨
が
発
生
す
る
昨
今
完
成

を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
設
部
長
　
宝
満
川
の
河

川
改
修
工
事
に
併
せ
て
取

水
堰
改
修
も
同
時
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て

も
農
業
振
興
を
図
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
役
割
り
を

担
う
重
要
な
事
業
と
認
識

し
て
い
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支

援
は

議
員
　
新
庁
舎
の
開
庁
と

同
時
に
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
２
年
半
が
経
過
し
た
。

相
談
件
数
は
前
年
度
の
２
．

７
倍
。
設
置
の
効
果
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
相
談
業
務
の

継
続
に
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
き
た
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
家
庭
及

び
妊
産
婦
を
対
象
と
し
た

一
体
的
な
支
援
の
提
供
や
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
配
置
で
、

産
後
か
ら
で
は
な
く
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
幅

広
い
支
援
の
展
開
が
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士

は
地
域
に
出
向
き
、
地
域

子
育
て
サ
ロ
ン
や
応
援
者

の
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
業
務
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
予
約
制
で
個
別
対
応

へ
変
更
し
、
今
後
も
状
況

に
応
じ
た
対
策
を
図
り
な

が
ら
業
務
継
続
に
努
め
る
。

議
員
　
産
後
ケ
ア
事
業
と

は
助
産
師
な
ど
の
専
門
職

に
よ
る
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
病
院

や
助
産
所
で
の
宿
泊
型
と

日
中
に
通
う
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
」
、
助
産
師
が
自

宅
に
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
型
の
３
種
類
が
あ
る
。

　
市
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
乳
児
全
戸
訪

問
等
の
場
に
お
い
て
取
得

し
た
産
後
う
つ
病
に
対
す

る
検
査
で
だ
い
た
い
毎
年

約
50
名
程
度
の
方
が
産
後

う
つ
傾
向
で
あ
る
。

　
市
の
調
査
に
よ
る
と
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
希

望
す
る
割
合
は
約
６
割
で

あ
る
。

　
厚
労
省
に
よ
る
と
、
産

後
ケ
ア
事
業
を
実
施
す
る

自
治
体
は
、
２
０
２
０
年

度
に
全
国
の
市
町
村
の
７

割
近
い
１
１
０
０
自
治
体

を
超
え
て
い
る
。

　
春
日
市
は
「
宿
泊
型
」

と
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
」
、

太
宰
府
市
は
「
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
型
」
、
大
野
城
市
は

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
、

小
郡
市
は
「
宿
泊
型
」
、

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
」
、

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
」

全
て
を
や
っ
て
い
る
。

　
事
業
の
実
施
は
、
緊
急

性
が
高
く
、
か
つ
実
施
は

必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

全
国
的
に
も
、
周
辺
市
で

も
導
入
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
宿
泊
型
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
べ
き

で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
近
隣
実
施
自
治

体
の
事
業
評
価
等
を
踏
ま

え
、
国
が
示
す
令
和
６
年

度
末
に
向
け
、
本
市
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し

て
い
く
。

高
齢
者
等
の
買
い
物

弱
者
対
策

議
員
　
高
齢
の
市
民
の
方

の
声
と
し
て
「
ス
ー
パ
ー

ま
で
遠
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
「
移
動
ス

ー
パ
ー
と
く
し
丸
」
の
取

り
組
み
が
あ
る
。

　
県
で
は
、
水
巻
町
、
直

方
市
、
鞍
手
町
、
粕
屋
郡

の
自
治
体
、
う
き
は
市
、

久
留
米
市
、
大
刀
洗
町
、

筑
後
市
、
八
女
市
、
広
川

町
、
太
宰
府
市
で
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　
商
店
も
少
な
い
、
山
口
、

御
笠
、
山
家
地
区
の
市
民

の
買
い
物
の
利
便
性
向
上

は
必
要
不
可
欠
で
「
移
動

販
売
車
の
導
入
支
援
を
す

べ
き
」
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
サ

ロ
ン
活
動
に
併
せ
た
移
動

販
売
、
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
で
は
、

買
い
物
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。
導
入
支
援
は
予
定

し
て
い
な
い
が
、
関
係
課

や
関
係
機
関
と
協
力
し
て

地
域
の
共
助
を
主
体
と
し

た
対
策
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
プ
ー
ル
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
づ

く
り
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
施
設
で
あ

る
。
筑
紫
地
区
５
市
（
太

宰
府
、
大
野
城
、
春
日
、

那
珂
川
）
の
中
で
、
本
市

の
み
市
営
プ
ー
ル
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
か

ら
期
待
と
関
心
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市

営
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
夏
の
期
間
に
お
け
る
公

園
で
の
遊
び
は
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
や
遊
具
な
ど
に

よ
る
火
傷
の
危
険
が
あ
り
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。
「
竜
岩
自
然
の

家
」
の
敷
地
内
で
川
遊
び

が
で
き
る
が
、
多
数
の
岩

が
あ
り
、
足
場
も
悪
く
怪

我
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

子
ど
も
達
が
安
全
に
遊
べ

る
よ
う
に
河
川
プ
ー
ル
等

の
整
備
を
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
部
長
　
市
営
プ
ー
ル

及
び
河
川
プ
ー
ル
の
整
備

は
、
現
時
点
で
は
、
厳
し

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
水
泳
授
業
に
関
し
、

老
朽
化
し
た
学
校
プ
ー
ル

の
改
修
等
は
行
わ
ず
、
市

営
プ
ー
ル
へ
の
集
約
や
民

間
プ
ー
ル
の
水
泳
指
導
に

切
り
替
え
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、
見
解
は
。

教
育
部
長
　
現
時
点
で
は

導
入
の
予
定
は
な
い
が
、

先
行
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
を

議
員
　
帯
状
疱
疹
は
、
子

ど
も
の
頃
に
感
染
す
る

「
水
ぼ
う
そ
う
」
と
同
じ

「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ

ル
ス
」
に
よ
っ
て
発
症
す

る
病
気
で
、
80
歳
ま
で
に

３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

50
歳
以
降
に
急
増
し
、
70

歳
代
に
発
症
率
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
が
国
内
外

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

予
防
の
１
つ
の
方
法
と
し

て
、
「
帯
状
疱
疹
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
が
あ
る
が
、

接
種
費
用
は
高
額
で
あ
る
。

太
宰
府
市
は
、
こ
の
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
、
市

民
か
ら
も
同
様
の
助
成
を

待
ち
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
帯

状
疱
疹
患
者
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
を
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
の

国
の
定
期
接
種
化
の
動
向

を
注
視
し
、
先
行
事
例
や

県
内
他
市
町
村
の
状
況
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
流
産
・
死
産
・
新

生
児
等
で
赤
ち
ゃ
ん
を
失

っ
た
母
親
の
悲
し
み
が
、

術
後
や
産
後
の
健
診
が
終

わ
る
と
医
療
機
関
の
支
援

か
ら
離
れ
て
し
ま
い
孤
立

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、

行
政
の
連
携
・
配
慮
不
足

か
ら
、
届
け
出
や
支
援
に

深
く
傷
つ
い
て
し
ま
う
こ

と
が
実
際
に
起
き
て
い
る
。

本
市
で
は
、
死
産
・
新
生

児
死
の
把
握
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
周
産
期
の
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
の
支
援
は
、
細

や
か
な
配
慮
・
ケ
ア
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

と
し
て
希
望
者
に
対
し
電

話
等
に
よ
る
相
談
や
情
報

提
供
体
制
の
整
備
等
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

の
拡
充
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
死
産
・

新
生
児
死
の
把
握
は
、
住

民
基
本
台
帳
を
確
認
す
る

他
、
産
科
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、

情
報
共
有
は
本
人
の
同
意

が
前
提
で
あ
る
た
め
、
さ

ら
に
き
め
細
や
か
な
配
慮

に
努
め
て
い
く
。

　
周
産
期
の
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
の
支
援
は
、
繊
細
な
内

容
を
含
む
た
め
、
細
や
か

な
配
慮
と
ケ
ア
が
必
要
と

捉
え
て
い
る
。
産
科
医
療

機
関
等
と
の
連
携
を
深
め

支
援
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
そ
の
機
関
の
他
、
ご

家
族
を
は
じ
め
と
す
る
そ

の
方
の
支
援
に
携
わ
る
方

や
、
県
及
び
本
庁
内
関
係

各
課
と
情
報
共
有
を
図
り
、

ご
家
族
の
状
況
に
応
じ
な

が
ら
、
子
ど
も
を
亡
く
さ

れ
た
ご
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

の
拡
充
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
利
用
で
き
る
制

度
や
支
援
の
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
は

議
員
　
近
年
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
罹
患
す
る

患
者
数
の
増
加
が
確
実
視

さ
れ
て
い
る
病
気
の
一
つ

に
帯
状
疱
疹
が
あ
る
。

　
加
齢
等
に
よ
り
発
症
リ

ス
ク
が
高
く
長
期
に
わ
た

り
激
痛
を
も
た
ら
す
。

　
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

用
の
助
成
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
定
期
接

種
と
は
異
な
り
、
有
効
性

や
安
全
性
を
踏
ま
え
て
、

個
人
の
判
断
に
よ
り
、
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
く
任

意
接
種
と
な
る
。
助
成

は
、
慎
重
な
判
断
が
必
要

と
捉
え
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
先
行

事
例
や
県
内
他
市
町
村
の

状
況
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

宮﨑 吉弘
（公明党）

宝
満
橋
付
近
の
取
水
堰
改
修
の

　
　
　
　完
成
を
急
ぐ
べ
き
で
は

県
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め

　
　
　
　
　
　
推
進
に
努
め
て
い
く

市
営
プ
ー
ル
及
び

　
　
　
　河
川
プ
ー
ル
の
整
備
を

現
時
点
で
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る

産
後
ケ
ア
事
業
の

　
　
　
　来
年
度
か
ら
の
実
施
を

令
和
６
年
度
末
に
向
け
本
市
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く

本
市
の
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

さ
ら
に
き
め
細
や
か
な

　
　
　
　
　
　
配
慮
に
努
め
て
い
く

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

せ
き
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上村 和男
（市民会議）

議
員
　
市
長
の
４
期
目
へ

の
思
い
は
。

市
長
　
私
は
こ
の
３
期
の

中
で
、
先
人
が
築
い
て
き

た
こ
の
筑
紫
野
市
政
を
預

か
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
振
り
返
り
ま

す
と
、
議
会
制
民
主
主
義

の
議
会
と
執
行
部
と
の
関

係
が
し
っ
か
り
と
で
き
た

上
で
、
市
民
10
万
６
０
０

０
人
余
の
安
全
と
安
心
を

守
り
、
一
日
一
日
を
し
っ

か
り
と
し
た
歩
調
で
歩
い

て
き
た
結
果
で
あ
る
と
、

感
謝
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
議
会
を
経
て
市
民
に

育
て
て
頂
き
、
市
民
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
の
信
条
は
、

現
場
主
義
で
あ
り
、
市
民

目
線
で
あ
り
、
誠
心
誠
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
場
と

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
の
場
、
生
活
の
場
で

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
目
線

と
は
、
日
々
の
生
活
を
不

安
な
く
、
よ
り
豊
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
視
点
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
誠

心
誠
意
と
は
、
こ
れ
ら
の

立
脚
点
に
立
っ
て
、
か
す

か
な
声
で
あ
っ
て
も
、
し

っ
か
り
と
丁
寧
に
聞
き
、

着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
ず
、
現
場
に
足
を
運
び
、

生
活
者
の
立
場
に
立
ち
、

真
心
の
通
う
温
か
な
市
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

50
年
、
１
０
０
年
と
ひ
か

り
輝
く
筑
紫
野
市
づ
く
り

に
共
に
汗
を
流
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
全
身
全

霊
で
所
期
の
目
的
に
邁
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
の
喫
緊
の
課
題

と
運
営
に
つ
い
て

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

ん
で
い
る
市
民
の
暮
ら
し

と
地
域
経
済
へ
の
支
援
は

環
境
経
済
部
長
　
国
、
県

の
各
種
支
援
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
で
き
る
限
り
の

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
踏
切
内
で
の
視
覚

障
が
い
者
の
事
故
に
つ
い

て
国
が
改
善
策
を
提
示
し

て
い
る
。
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
支
援

が
必
要
な
方
へ
の
施
策
は

環
境
経
済
部
長
　
踏
切
の

点
検
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
は
、
多
様

性
を
尊
重
し
、
地
域
に
お

い
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
関
係

部
署
、
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
支
援
体
制
の
構
築
に

努
め
て
い
く
。

議
員
　
国
や
全
国
の
自
治

体
が
様
々
な
行
政
分
野
で

活
用
を
進
め
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
状
況
は

企
画
政
策
部
長
　
ド
ロ
ー

ン
本
体
の
所
有
は
し
て
い

な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て

機
体
を
借
り
受
け
、
各
種

工
事
の
施
工
状
況
の
確
認

や
市
政
を
P
R
す
る
た
め

の
映
像
撮
影
等
に
活
用
し

て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
る
取

り
組
み
や
、
施
策
は
。

企
画
政
策
部
長
　
今
後
は

よ
り
広
範
な
分
野
で
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
が
進
む
と
見

込
ま
れ
て
い
る
た
め
改
正

航
空
法
に
よ
り
創
設
さ
れ

た
ド
ロ
ー
ン
操
縦
ラ
イ
セ

ン
ス
の
計
画
的
な
取
得
な

ど
、
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
の
体
制
整
備
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

２
０
２
２
年
全
国
学

力
テ
ス
ト
は

議
員
　
小
中
学
校
に
お
け

る
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

影
響
は
。

教
育
部
長
　
文
部
科
学
省

に
お
い
て
、
臨
時
休
業
等

の
日
数
と
各
教
科
の
平
均

正
答
率
と
の
間
に
、
相
関

は
み
ら
れ
て
い
な
い
と
の

見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、

市
も
同
様
に
考
え
て
い

る
。

議
員
　
調
査
結
果
を
受
け

て
の
課
題
は
、
ま
た
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
。

教
育
部
長
　
各
学
校
に
お

い
て
課
題
分
析
を
行
い
、

日
常
の
授
業
改
善
を
進
め

て
い
る
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
各
学
校
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
結

果
や
改
善
策
を
共
有
し
、

課
題
改
善
に
向
け
て
計
画

的
に
指
導
助
言
を
行
っ
て

い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
全

数
把
握
の
見
直
し
は

議
員
　
医
療
・
検
査
体
制

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
医
療
現
場
と

保
健
所
業
務
の
ひ
っ
迫
を

緩
和
す
る
た
め
の
見
直
し

で
あ
る
た
め
、
今
後
も
県

に
お
い
て
、
感
染
者
の
状

況
や
医
療
機
関
、
保
健
所

の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
適

切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

は
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
取
組
み
、
国
や
県
か

ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
に
対
し
て
は
、
症
状
を

有
す
る
場
合
の
受
信
可
能

医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
、

丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

く
。

行
政
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
状
況
は

必
要
に
応
じ
機
体
を
借
り
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
て
い
る

藤
田
市
長
４
期
目
に
向
け
て

全
身
全
霊
で
所
期
の
目
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
邁
進
し
て
い
く

新型コロナウイルスの感染状況により、開催を中止する場合があります。

児童・生徒・学生の
皆様の参加も
大歓迎です。

日時：令和４年11月19日（土）

場所：

※コミュニティセンターにお越しの方は
　事前申し込み不要です

※オンライン参加の方は事前申し込み
　が必要です

オンライン

プログラム

①決算審査・各常任委員会報告
　＆質疑応答…30分
　議会だより（11月1日号）をもとに報告します
②意見交換会…50分
　皆さんのご意見をお聞かせください

オンライン申込方法
・Ｗeb申込
（ＱＲコード）
・メール

お問い合わせ
筑紫野市議会事務局（市役所6階）
〒818-8686　筑紫野市石崎一丁目1番1号
TEL：092-923-1111（代表）
FAX：092-923-9611
Ｅメール：gikai@city.chikushino.fukuoka.jp

議会って何をしているの？・・・
そんな疑問にお答えするため、
筑紫野市議会の活動を皆様にご報告する議会報告会と、
皆様からの声を議会活動に反映させるための意見交換会を開催します。
たくさんのご意見をお聞かせください!

申し込まれた方にＩＤ・パスワードを
送信いたします
申込期限　11月11日（金）まで
※当日は15分前より入室できます

山口コミュニティセンター
筑紫コミュニティセンター

14：00～15：30（受付開始13：30）
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育
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長

教
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田中　允
（－）

上村 和男
（市民会議）

議
員
　
市
長
の
４
期
目
へ

の
思
い
は
。

市
長
　
私
は
こ
の
３
期
の

中
で
、
先
人
が
築
い
て
き

た
こ
の
筑
紫
野
市
政
を
預

か
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
振
り
返
り
ま

す
と
、
議
会
制
民
主
主
義

の
議
会
と
執
行
部
と
の
関

係
が
し
っ
か
り
と
で
き
た

上
で
、
市
民
10
万
６
０
０

０
人
余
の
安
全
と
安
心
を

守
り
、
一
日
一
日
を
し
っ

か
り
と
し
た
歩
調
で
歩
い

て
き
た
結
果
で
あ
る
と
、

感
謝
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
議
会
を
経
て
市
民
に

育
て
て
頂
き
、
市
民
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
の
信
条
は
、

現
場
主
義
で
あ
り
、
市
民

目
線
で
あ
り
、
誠
心
誠
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
場
と

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
の
場
、
生
活
の
場
で

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
目
線

と
は
、
日
々
の
生
活
を
不

安
な
く
、
よ
り
豊
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
視
点
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
誠

心
誠
意
と
は
、
こ
れ
ら
の

立
脚
点
に
立
っ
て
、
か
す

か
な
声
で
あ
っ
て
も
、
し

っ
か
り
と
丁
寧
に
聞
き
、

着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
ず
、
現
場
に
足
を
運
び
、

生
活
者
の
立
場
に
立
ち
、

真
心
の
通
う
温
か
な
市
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

50
年
、
１
０
０
年
と
ひ
か

り
輝
く
筑
紫
野
市
づ
く
り

に
共
に
汗
を
流
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
全
身
全

霊
で
所
期
の
目
的
に
邁
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
の
喫
緊
の
課
題

と
運
営
に
つ
い
て

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

ん
で
い
る
市
民
の
暮
ら
し

と
地
域
経
済
へ
の
支
援
は

環
境
経
済
部
長
　
国
、
県

の
各
種
支
援
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
で
き
る
限
り
の

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
踏
切
内
で
の
視
覚

障
が
い
者
の
事
故
に
つ
い

て
国
が
改
善
策
を
提
示
し

て
い
る
。
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
支
援

が
必
要
な
方
へ
の
施
策
は

環
境
経
済
部
長
　
踏
切
の

点
検
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
は
、
多
様

性
を
尊
重
し
、
地
域
に
お

い
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
関
係

部
署
、
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
支
援
体
制
の
構
築
に

努
め
て
い
く
。

議
員
　
国
や
全
国
の
自
治

体
が
様
々
な
行
政
分
野
で

活
用
を
進
め
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
状
況
は

企
画
政
策
部
長
　
ド
ロ
ー

ン
本
体
の
所
有
は
し
て
い

な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て

機
体
を
借
り
受
け
、
各
種

工
事
の
施
工
状
況
の
確
認

や
市
政
を
P
R
す
る
た
め

の
映
像
撮
影
等
に
活
用
し

て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
る
取

り
組
み
や
、
施
策
は
。

企
画
政
策
部
長
　
今
後
は

よ
り
広
範
な
分
野
で
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
が
進
む
と
見

込
ま
れ
て
い
る
た
め
改
正

航
空
法
に
よ
り
創
設
さ
れ

た
ド
ロ
ー
ン
操
縦
ラ
イ
セ

ン
ス
の
計
画
的
な
取
得
な

ど
、
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
の
体
制
整
備
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

２
０
２
２
年
全
国
学

力
テ
ス
ト
は

議
員
　
小
中
学
校
に
お
け

る
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

影
響
は
。

教
育
部
長
　
文
部
科
学
省

に
お
い
て
、
臨
時
休
業
等

の
日
数
と
各
教
科
の
平
均

正
答
率
と
の
間
に
、
相
関

は
み
ら
れ
て
い
な
い
と
の

見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、

市
も
同
様
に
考
え
て
い

る
。

議
員
　
調
査
結
果
を
受
け

て
の
課
題
は
、
ま
た
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
。

教
育
部
長
　
各
学
校
に
お

い
て
課
題
分
析
を
行
い
、

日
常
の
授
業
改
善
を
進
め

て
い
る
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
各
学
校
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
結

果
や
改
善
策
を
共
有
し
、

課
題
改
善
に
向
け
て
計
画

的
に
指
導
助
言
を
行
っ
て

い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
全

数
把
握
の
見
直
し
は

議
員
　
医
療
・
検
査
体
制

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
医
療
現
場
と

保
健
所
業
務
の
ひ
っ
迫
を

緩
和
す
る
た
め
の
見
直
し

で
あ
る
た
め
、
今
後
も
県

に
お
い
て
、
感
染
者
の
状

況
や
医
療
機
関
、
保
健
所

の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
適

切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

は
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
取
組
み
、
国
や
県
か

ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
に
対
し
て
は
、
症
状
を

有
す
る
場
合
の
受
信
可
能

医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
、

丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

く
。

行
政
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
状
況
は

必
要
に
応
じ
機
体
を
借
り
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
て
い
る

藤
田
市
長
４
期
目
に
向
け
て

全
身
全
霊
で
所
期
の
目
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
邁
進
し
て
い
く

新型コロナウイルスの感染状況により、開催を中止する場合があります。

児童・生徒・学生の
皆様の参加も
大歓迎です。

日時：令和４年11月19日（土）

場所：

※コミュニティセンターにお越しの方は
　事前申し込み不要です

※オンライン参加の方は事前申し込み
　が必要です

オンライン

プログラム

①決算審査・各常任委員会報告
　＆質疑応答…30分
　議会だより（11月1日号）をもとに報告します
②意見交換会…50分
　皆さんのご意見をお聞かせください

オンライン申込方法
・Ｗeb申込
（ＱＲコード）
・メール

お問い合わせ
筑紫野市議会事務局（市役所6階）
〒818-8686　筑紫野市石崎一丁目1番1号
TEL：092-923-1111（代表）
FAX：092-923-9611
Ｅメール：gikai@city.chikushino.fukuoka.jp

議会って何をしているの？・・・
そんな疑問にお答えするため、
筑紫野市議会の活動を皆様にご報告する議会報告会と、
皆様からの声を議会活動に反映させるための意見交換会を開催します。
たくさんのご意見をお聞かせください!

申し込まれた方にＩＤ・パスワードを
送信いたします
申込期限　11月11日（金）まで
※当日は15分前より入室できます

山口コミュニティセンター
筑紫コミュニティセンター

14：00～15：30（受付開始13：30）
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育
部
長
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部
長
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第13回議 会 報 告 会
意
見
交
換
会

19 18議会だより筑紫野 令和４年1 1月１日 198号　議会だより筑紫野



議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

3月

9月
6月12月

今回の定例会

2022
No.198

10万市民に議会を

福岡県筑紫野市議会

議
会
だ
よ
り
　
筑
紫
野

N
o.198

2
0
2
2
年
1
1
月
１
日

印刷／久野印刷株式会社

広報委員会
鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介

委　　員

辻本美惠子・山本加奈子
段下季一郎・前田　倫宏

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会

〒
8
1
8
-8
6
8
6
　
福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
0
9
2
-9
2
3
-1
1
1
1
　
 E-M

ail  gikai@
city.chikushino.fukuoka.jp

議会報告会を開催します。
　オンラインのお申し込みはこちら

■次回第199号は令和５年2月１日発行予定です。

平等寺エヒメアヤメ…13ページ解説

11/1

　表紙シリーズの検討中に、このメンバーでの発行は残り
3回だと気づき、新たなシリーズは次のメンバーに託し、今
号と次号は議会報告会の様子を表紙にしよう、と決定しまし
た。11月19日の議会報告会は、前回の反省も含め、意見
交換会の時間を長く予定しておりますので、たくさんのご
意見をお聴かせ頂ければと思います。お待ちしています。

(山本)

編集後記

●決算審査特別委員会・・2　　●9月定例会委員会報告・・・・6
●一般質問・・・・・・・13　　●議会報告会・意見交換会・・19

目次

　エヒメアヤメは、古典にも「誰故草」の
名でみられ、古くから親しまれてきたアヤ
メ科の多年草です。福岡県の稀少野生植物
の一つで、絶滅危惧種となっている貴重な
植物です。
　一般的なアヤメより小さく、４月頃には
径３～４センチメートル程の紫色や藍色の
小さな花を咲かせます。
　かつて日本が中国大陸と陸続きであったこ
とを証明する植物の一つと言われ、自生地は
各所で天然記念物に指定されています。
　本市では昭和４０年代まで市内各地の里
山にみられましたが、今日では平等寺に自
生するのみとなっています。現在に至るま
で、平等寺エヒメアヤメ保存会が大切に守
り続けています。

　大石議員は、平成７年筑紫野市議会議員に初
当選以来、６期２３年余りの永きにわたり、市
政の発展に尽力され、その間、市議会議長、議
会運営委員会委員長、建設環境常任委員会委員
長、庁舎建設特別委員会委員長などを歴任され
ました。
　ここに故人の功績を称え、謹んで哀悼の意を
表します。

たれゆえそう

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員
（配偶者、被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに
前年１年間の収入、贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義
務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を８月５日に意見書として受け取りま
したので、お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２２人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１５人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６２人審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。 　
　明白な誤記、不正確な記載等についての確認、差し替え及び訂正または口頭での説明ならび
に報告書の一部の欠落についての追加提出は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

資産等報告書及び意見書は、市役所の情報公開室で閲覧することができます。

訃　報
去る10月7日、
大石泰議員が
逝去されました。


